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一般国道 9号 は、京都市を起点 として山陰地方の主要都市を結び、山口県下関市に

至る総延長約690キ ロメー トルの主要幹線道路です。

建設省松江国道工事事務所においては、出雲市内の一般国道 9号の慢性的な交通渋

滞を緩和 して、円滑な交通を確保 し地域社会の発展に資するため、出雲バイパスの建

設を進めています。

道路整備に際 しては、埋蔵文化財の保護にも十分留意 しつつ関係機関と協議 しなが

ら進めていますが、回避することのできない埋蔵文化財については、道路事業者の負

担によって、必要な調査を実施 し、記録保存を行なっていますЬ

出雲バイパスにおいても、道路予定地内にある埋蔵文化財について島根県教育委員

会と協議 し、同教育委員会の協力のもとに平成 8年度から発掘調査を行なっています。

本報告書は、平成 9年度、10年度に実施 した渡橋沖遺跡調査の成果をとりまとめた

ものであります。本書が郷上の埋蔵文化財に関する貴重な資料 として、学術ならびに

教育のため広 く活用されることを期待するとともに、道路事業が文化財の保護にも十

分留意 しつつ進められていることへのご理解を頂きたいと思 うものであります。

最後に、今回の発掘調査及び本書の編集に当たり、 ご尽力いただいた島根県教育委

員会ならびに関係各位に対 し、深堪なる謝意を表すものであります。

平成11年 3月

建設省中国地方建設局松江国道工事事務所

所 長 大  石 青ロメ(良躊





島根県教育委員会では、建設省中国地方建設局の委託を受けて、平成 8年度から出

雲バイパス建設予定地内遺跡の発掘調査を行なっております。この報告書は、平成 9

年度 と平成10年度に実施 した渡橋沖遺跡の調査成果を取 りまとめたものです。

出雲バイパスの建設が進められている出雲市周辺は、原始・古代から文化が栄えた

地域であり、多 くの遺跡が確認されています。今回、調査を実施 しました遺跡からは

中世の掘立柱建物跡、溝跡、土坑などの遺構が検出されました。また、 これらの遺構

とともに石製五輪小塔、建材、下駄、道具、装飾品、生活雑器などの木製品や輸入陶

磁器、国産陶器の甕壺類、土師器の供膳具、調理用具などの中世の遺物が出土 しまし

た。

こうした発掘調査の成果は、同じ出雲バイパス建設予定地内の姫原西遺跡、蔵小路

西遺跡など四絡遺跡群の調査成果 とあいまって、出雲市域、ひいては島根県の歴史の

解明に役立つものと思われます。また、本書が郷土の歴史と埋蔵文化財に対する理解

と関心を高める一助となれば幸いです。

最後になりましたが、本書を刊行するにあたり、 ご尽力いただきました建設省中国

地方建設局、松江国道工事事務所、また、 ご協力いただきました地元の皆様、ならび

に出雲市教育委員会をはじめとする関係各位に対 し、厚 くお礼申し上げます。

平成11年 3月

島根県教育委員会教育長

江  口 博 晴
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1,本書は建設省中国地方建設局の委託を受けて、島根県教育委員会が平成 9年度と平成10年度に

実施した、一般国道 9号出雲バイパス建設予定地内遺跡「渡橋沖遺跡」(島根県出雲市渡橋町)

の発掘調査報告書である。

2.調査主体は島根県教育委員会であり、調査組織・体制は以下のとおりであった。

平成 9年度 島根県教育庁文化財課  勝部 昭 (課長) 島地徳郎 (課長補佐)
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調 査 員  島根県埋蔵文化財調査センター  調査第 5係  足立克己 (調査第 5係長)

大庭俊次 (文化財保護主事) 後藤達夫 (教諭兼主事) 月坂雄― (臨時職員)

田中玲子 (調査補助員)ほかセンター職員
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平成10年度 島根県教育庁文化財課  勝部 昭 (課長) 島地徳郎 (課長補佐)

事 務 局  島根県埋蔵文化財調査センター  宍道正年 (セ ンター長) 秋山 実 (課長補の

松本岩雄 (課長補佐) 川崎 崇 (企画調整係主事)

調 査 員  島根県埋蔵文化財調査センター  調査第 3係 足立克己 (主幹)

大庭俊次 (文化財保護主事) 後藤達夫 (教諭兼文化財保護主事)

田中玲子 (調査補助員) 小田川悠美 (調査補助員)

遺物整理 平成 9年度～平成10年度

江角シゲ子 大田晴美 金築郁子 西 郁子 原 昭枝 藤江美穂

3.発掘作業 (発掘作業員雇用等)に ついては、建設省中国地方建設局、島根県教育委員会、⑪中

国建設弘済会の三者協定に基づき、島根県教育委員会から①中国建設弘済会へ委託して実施した。

平成 9年度～平成10年度 社団法人 中国建設弘済会島根支部

技 術 員  布村幹夫 中島 勉 松近秀夫  事務員  須藤美奈子 篠原律子 飯塚春美

発掘作業員各位

4.挿図中の方位は国土調査法による第 座標系の軸方位 (西 ―磁北-6° 50′ ―真引ヒー0° 26′ 55〃 一

座標北)を示し、レベル高は海抜高を示す。また、挿図の縮尺は図中に明示した。

5。 本書で使用した遺構記号はP― ピット、SB―掘立柱建物跡、SK―土坑、SD一溝跡である。

6。 本書に掲載した遺物実測担当者 細木啓義 後藤達夫 田中玲子 小田川悠美

本書に掲載した挿図浄写担当者 小田川悠美 田中玲子 景山光子 瀬川恭子

7.本書に掲載した遺構写真は、センター職員の協力を得て大半は大庭が撮影した。遺跡全体の空

中撮影と写真合成はアジア航測に委託 した。遺物写真は、石製五輪小塔の室内撮影 (間野大丞)

を除いて、すべて大庭が撮影した。なお、写真の縮尺は任意である。

8.本書は足立、間野、大庭が執筆し、全体は大庭が編集した。

9.本遺跡出土資料及び実測図、写真等の資料は、島根県埋蔵文化財調査センター (松江市打出町

33番地)で保管している。
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第 1章 調査に至る経緯

一般国道 9号 は、昭和41年 に1次改築を完了したが、その後の交通量の増加にともない、各所で

交通渋滞が発生していた。特に出雲市内においては、近年の急速な都市化の進行で、朝夕はもとよ

り、日中においても慢性的な渋滞を来すようになり、幹線道路としての機能が麻痺状態に陥ってい

た。出雲バイパスはこうした現状に対処するため、昭和55年 と昭和58年に都市計画決定されたもの

である。当初は、起点を簸川郡斐川町併川、終点を出雲市高松町とした延長7.9kmの 4車線道路と

して計画されたが、その後、斐川町内の混雑緩和を図るため、事業区間が斐川町富村まで、さらに、

0,3km延伸されている。

こうした中で、埋蔵文化財との調整が具体化したのは、平成 3年度のことであった。出雲市内の

国道 9号を所管する松江国道工事事務所は、平成 3年 9月 24日 付で島根県教育委員会に対し、出雲

バイパス建設予定地内の遺跡の有無を照会してきた。これに対 して島根県教育庁文化課 (以下文化

課)は、平成 5年 2月 に予定地周辺の分布調査を実施し、出雲市姫原町上ノ島西遺跡、出雲市小山

町蔵小路西遺跡、出雲市渡橋町渡橋沖遺跡、出雲市天神町天神北本町遺跡、出雲市白枝町白枝遺跡

の5遺跡を発見するとともに、要注意箇所 4箇所をそれに追加して、平成 5年 3月 31日付で遺跡の

存在と文化財保護法上の諸手続並びに取扱について協議が必要な旨回答した。

ところで、この出雲バイパスが通過する出雲市街地は、出雲市が事業主体となって昭和62年度か

ら実施している土地区画整理事業の対象地となっており、出雲バイパス建設も当然区画整理事業の

計画の一部に組み込まれる形で設計されていた。これらの事業に加えて、さらに、かねてより県立

図 1 -般国道 9号出雲バイパス建設予定地と遺跡の位置関係 (S=1/10,000)

―
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病院の施設整備と充実を図ることを計画していた島根県健康福祉部が、同区域内、姫原町地内の出

雲バイパス隣接地に県立中央病院の移転・新築を計画し、平成 5年 8月 に埋蔵文化財調査の必要性

について文化課に問い合わせてきた。文化課では同年 2月 の分布調査の結果を踏まえ、中央病院建

設予定地内の試掘調査が必要な旨回答した。この中央病院の移転・新築は島根県の第 2次中期計画

の中でも最重要プロジェクトのひとつに挙がっており、平成11年開院に向け、埋蔵文化財との調整

も緊急を要したが、一般国道 9号安来道路や斐伊川放水路などの大規模開発事業に伴う埋蔵文化財

調査に手を取られていた文化課ではこれに直接対応することができなかった。そのため、関係機関

で協議した結果、出雲バイパス予定地も含め、土地区画整理事業の主体者である出雲市が、事業の

一環として確認調査を行なうことになり、出雲市教育委員会が平成 6年上ノ島西遺跡の確認調査を

実施した。 トレンチ調査の結果、遺構・遺物は検出されず、県立中央病院建設予定地とその周辺に

ついては、平成 7年に工事着手された。

土地区画整理事業内の工事に着手 した松江国道工事事務所は、引き続き直轄事業となるその西方

のルート1.4km区間について平成 7年度からの調査着手を希望したが、協議を重ねた結果、平成 7

年度末から第一次調査に着手 し、翌 8年度から本格化させることで合意に達した。これにより、平

成 7年12月 27日付で松江国道工事事務所から文化財保護法57条第 3項の発掘届けが提出され、島根

県教育庁文化財課 (平成 7年度島根県教育庁文化課改組)は、翌平成 8年 1月 26日付で文化財保護

法第98条第 2項の発掘届けを提出するとともに、 2月 からルート東端の要注意箇所を皮切りに第一

次調査に入った。

しかし、当初の埋蔵文化財の発掘調査計画は、様々な要因により数回にわたって変更を余儀なく

された。実際には、平成 8年度に姫原西遺跡と蔵小路西遺跡のそれぞれ一部を発掘調査、平成 9年

度に姫原西遺跡と蔵小路西遺跡のそれぞれの残部と渡橋沖遺跡の一部の発掘調査を実施、渡橋沖遺

跡の残部の発掘調査は平成10年度に行なうこととなった。
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第 2章 渡橋沖遺跡と周辺の遺跡

渡橋沖遺跡は出雲平野 (簸川平野)の ほぼ中央部、出雲市渡橋沖遺跡に所在する中世の遺跡であ

る。遺跡の所在する出雲平野は北に島根半島、南に中国山地という山塊にはさまれており、中国山

地に源を発する斐伊川神戸川の二大河川の沖積作用によって形成された肥沃な平野である。渡橋沖

遺跡は、弥生時代の拠点集落として著名な矢野遺跡を中核とする四絡遺跡群の南西縁に当たると考

えられるは
ち この地域の歴史的環境については、出雲市教育委員会編『遺跡が語る古代の出雲』に

詳しいので参照されたい②
。

縄文時代 最も古い遺跡としては早期末の菱根遺跡(22)、 上長浜貝塚(107)が ある。中期の遺跡は

現在のところ知られていない。後期から晩期にかけての遺跡は、のちに「神戸水海」と呼ばれた潟

湖の周辺部に多く分布している。また、山地と平野の境界に位置する三田谷 I遺跡では、出雲平野

で初めて三瓶降下火山灰と考古学的遺物との層位的関係をつかむことができた。今後の出雲平野に

おける発掘調査で留意すべきキィポイントとなろう。さらに、平成 9年度の出雲バイパス建設予定

地内蔵小路西遺跡Fl区の発掘調査で晩期末あるいは弥生時代早期とも言うべき時期の遺構・遺物

が検出されている・ち

弥生時代 中期中頃以降になると、平野の微高地上にいくつかの集落遺跡群が形成され、展開して

いく。四絡遺跡群 (2～ 7,41)、 古志遺跡群 (88,95ほ か)、 天神遺跡群 (86)な どである。

こうした集落遺跡群の指導者として斐伊川左岸の丘陵上に西谷墳墓群 (44)が築かれる。上記蔵小

国

に

躍

■

□

渡橋沖遺跡

蔵小路西遺跡

矢野遺跡
■印は第1～3地点

小山第 1遺跡

小山第 2遺跡

小山第3遺跡

大塚遺跡

白板荒神屋敷

遺跡

姫原西遺跡

凡 例

微高地

三角州 I面

三角州Ⅲ面

I日 河道

湿 地

図 2 四絡遺跡群と渡橋沖遺跡の位置関係 (S=1/25,000)
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路西遺跡の調査では弥生時代末から古墳時代初頭にかけて埋没 した自然河道が随所で検出された。

また、この時期の遺構 もいくつか検出されている。

古墳時代 この時代の象徴 となる古墳については、出雲平野では、前半期のものは少ない。後期に

なると県下最大級の前方後円墳である今市大企寺古墳 (57)や上塩冶築山古墳 (70)の 出雲西部最

高首長累代の墓が築かれる。また、古墳時代後期には神戸川左岸に神門横穴墓群、右岸に上塩冶横

穴墓群 (81ほ か)の二大横穴墓群が築造される。

奈良・ 平安時代  『出雲国風土記』の記載と関連する遺跡が注目される。神門郡郡家と推定される

古志本郷遺跡、天神遺跡のほか三田谷 I遺跡でも官衛関連の遺構、遺物が検出されている。このほ

か、古代寺院の遺跡としては神門寺境内廃寺 (84)、 長者原廃寺 (51)があり、風土記記載の新造

院に比定されている。 この時代の古墓としては朝山古墓や月ヽ坂古墳で石櫃などが知 られていたが、

新たに光明寺 3号墓 (80)で墳丘に石櫃を内蔵 した例が調査されている。

中世 半分城 (73)、 大井谷城 (67)な どの城郭や、天神遺跡、矢野遺跡などで、溝で区画された

屋敷跡が調査されている。一方、上長浜貝塚では、古代末か ら中世にかけての漁村の姿を知ること

ができる。また、中世の墓 としては、竜泉窯系青磁が出土 した荻抒古墓 (35)が著名である。さら

に近年、中世陶磁器の出土する遺跡の事例 も増えている。上記蔵小路西遺跡で中世朝山氏惣領家の

居館跡と推定される館跡が検出されたほか、姫原西遺跡では木棺墓が調査され、渡橋沖遺跡におい

ても当該期の屋敷地が検出されるなど、中世の出雲平野の景観を復元する上での多 くの知見を得る

ことができた。

註

(1)出雲市教育委員会『遺跡が語る古代の出雲 一出雲平野の遺跡を中心として一』1997年

(動 註 (1)に同じ。なお、古地形、とくに斐伊川・神戸川と遺跡の立地については、次の2種 の文献に

コンパクトにまとめられている。

中村唯史「山持川川岸遺跡の古環境」『山持川川岸遺跡』出雲市教育委員会1996年

中村唯史「小山遺跡周辺の古地理に関するコメント」『小山遺跡第2地点発掘調査報告書』

出雲市教育委員会1998年

は)島根県教育委員会『蔵小路西遺跡 一一般国道9号出雲バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査

報告 2-』 1999年
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番 号 遺跡名 種 芳I〕 番 号 遺跡名 種 別

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

贋橋沖遺研
歳小路西遺跡
lE原西遺跡
天神北本町遺跡
白枝遺跡
矢野遺跡
可ヽ山遺跡
灰ノ宮台場跡
警願寺古墓
喝雲大社境内遺跡
骸峠焼窯跡
乗光寺跡
斑蔵山経塚
盛蔵山砦跡
鹿蔵山遺跡
赤塚台場跡
乙見焼窯跡
膠理免本郷遺跡
原山遺跡
南原遺跡
中分貝塚
菱根遺跡
西組古墳群
亀谷遺跡
陀山砦跡
石臼古墳
高浜Ⅱ遺跡
太前山古墳
熊見谷遺跡
里方人石原遺跡
前日遺跡
龍前寺東遺跡
山持川川岸遺跡
里方別所遺跡
荻将古墓

稲岡遺跡
高岡遺跡
高浜 I遺跡
荻将遺跡
太歳遺跡
大塚遺跡
斐伊川鉄橋遺跡
石土手遺跡
西谷墳墓群
来原岩樋跡
長廻横穴墓
長廻遺跡
隆現山古墳
隆現山横穴墓群
間府岩樋跡
長者原廃寺
首沢古墓
上沢 I遺跡
上沢Ⅱ遺跡
上沢Ⅲ遺跡

果洛堺

館跡

可)!1跡

散布地
散布地

集落跡
集落跡
台場跡
古墓
散布地

窯跡
寺院跡
径塚
城跡
貝塚 他
台場跡
窯跡
散布地
散布地

散布地
只塚
散布地
古墳・関屋跡
散布地・古墳
城跡
古墳
散布地
古墳
散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

古墓
散布地

散布地
散布地
古墓
散布地

散布地・古墓
散布地
散布地

噴墓群
水路跡
憤穴墓
散布地

古墳
演穴墓群
水路跡
寺院跡
古墓

散布地

散布地
散布地

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

啄 LH百頂

太念寺古墳
踵野祐平窯跡
平家丸城跡
久徴園横穴墓
下沢遺跡
向山城跡
下沢古墳
下沢会館周辺遺跡
管沢古墳
狐廻谷古墳
大井谷城跡
角田遺跡
宮松遺跡
上塩冶築山古墳

寿昌寺遺跡
地蔵山古墳
半分城跡
半分瓦窯跡
半分古墳
出雲工業西遺跡
三田谷 二遺跡
三田谷Ⅱ遺跡
光明寺南古墳
光明寺古墳群
上塩冶横穴墓群
慶橋遺跡
高西遺跡
伸門寺境内廃寺
塩冶小学校付近遺跡
天神遺跡
弓原遺跡
古志本郷遺跡
大梶古墳
思案橋北遺跡
古志遺跡
故れ山古墳
下古志遺跡

善行寺遺跡
田畑遺跡
砂蓮寺山古墳
宝塚古墳
古志天満宮付近遺跡
町弥陀寺西遺跡
睡楽寺付近遺跡
東原遺跡
芦渡遺跡
天神原古墳
知井宮多聞院遺跡
観知寺付近遺跡
弱見峰跡
上長浜貝塚
廃原台場跡
白枝荒神遺跡

百墳

古墳
窯跡
城跡
憤穴墓
散布地
城跡
古墳
散布地
古墳
古墳
城跡
散布地
集落跡
占墳・集落跡・館跡
散布地

古墳・散布地

城跡
窯跡
古墳・散布地

散布地
集落跡 他
古墳 他
古墳
古墳群
横穴墓群 (36支締
散布地

散布地 。館跡
寺院跡・散布剤

散布地

集落跡
散布地
集落跡
古墳
散布地

散布地

触'横穴墓・散布地
集落跡
集落跡
集落跡
古墳
古墳
散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

古墳
集落跡
散布地
峰跡
貝塚

台場跡
散布地

表 1 周辺の遺跡一覧表
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第 3章 渡橋沖遺跡の調査成果

第 1節 発掘調査の経過と概要

渡橋沖遺跡の発掘調査は、平成 8年度末の一次調査を手始めに、平成 9年度及び10年度の2回に

分けて二次調査を実施した。

調査対象区域について

平成 9年度は、一次調査で遺構の存在が予測された範囲のうち、建設省との協議で限定された区

域での調査となった。すなわち、遺跡範囲内の出雲バイパス建設予定地内を南北に貫 く細い排水路

をはさんで、東は、畑の区画に沿った21mあ まりの区域、西は、やはり南北に走る市道までの区域

である。

平成10年度の発掘調査対象区域は、平成 9年度調査区をはさんで、東は、やはり、これも建設予

定地内を南北に貫 く市道までの50mあ まりと、西は、主要地方道出雲 。大社線に並行する排水路ま

での区域を調査対象とした。

土地利用状況について

渡橋沖遺跡の出雲バイパス建設予定地内における近年の土地利用状況は、次のようであった。

前段に記した西側の市道から主要地方道出雲 。大社線に並行する排水路までの部分は、ほぼ全面、

水田として利用されていた。田面の標高は、4.Omを 測る。この市道から、平成 9年度調査区を南

北に流れる排水路までの部分は、建設予定地内の真中を、東西に畑地が横たわっており、これを中

心に、南北の水田を切り取る形で用地を買収 した形となっていた。したがって、この部分の調査区

は、南北に3等分する形で、水田～畑～水田となっていた。排水路から東の遺跡内は、ほとんどの

部分が畑地として利用されており、おもに、桑大田とビニールハウスとして利用されていた。平成 9

年度調査区の水田面は南北とも、ほぼ標高4.Om前後。真中の畑地は嵩上げされており標高4。4m前

後。このほか、桑畑やビニールハウスとして利用されていた部分は標高4.2～4.4mを 測る。また、

平成 9年度調査区において、細い排水路より東側の部分の北側にあった畑地はやや高く、標高4.6m

を測る。

なお、遺跡の空中撮影合成写真の、平成 9年度調査区東側から平成10年度調査区にかけての部分

で、東西に点々と規則正しく並び、白く輝いてみえる四角い物体の列は、遺構ではなく、ビニール

ハウスを押さえるために埋め込まれたコンクリートブロックの列である。

また、後に検出して、S Bllと した掘立柱建物跡やS D05と した溝跡の南側にあたる部分は、構

造物の基礎コンクリートが地下数メートルまで及んで攪乱されていたため、調査対象から外した。

調査区内の上層堆積と遺構分布状況について

平成 9年度西側調査区の西側部分から南側にかけての部分は、耕作土と床土を除去すると、基本

的に砂地となり、この概ね暗黄褐色の砂層から溝跡、柱穴、土坑などの遺構が中世の遺物とともに

検出された。西側調査区の北東から、東側調査区のほかの部分にかけては、このような砂地に至る

までに、レンズ状に、黄色ないしは灰白色の粘質土層がはさまっているようすが検出された。この

ような粘質土層が検出される傾向は、平成10年度調査区内のE区西側にも続いており、建設予定地

内の南北幅を越えて、北西から南東にかけて粘質土層の帯が横たわっているようである。この部分
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図4 渡橋沖遺跡遺構位置図 (S=1/500)

-8-



から東側のE区は、また、砂地の区域となり、さらに、東に進んで東側の市道に近い部分になると、

また、同様の粘質土層が表れてくる。このような土質の傾向は、発掘による削り込みで、粘質上の

喪失はあるものの、空中撮影合成写真に見て取れる。

この砂地は深く、全面にわたっていた。さらに、地下の標高3m付近では、伏流水が勢い良く流

れており、すべての上坑の掘り込みがこの伏流水の水脈にあたっていた。一次調査時においても、

以下の砂層から遺物を検出することがなかったため、調査対象外とした。

蛇足ながら、砂地といい、黄色・灰白色粘質土層といい、建物を建てる地盤としてはすこぶる脆

弱であるように思われた。

遺構の分布状況についてであるが、平成 9年度調査区西側の北東半分、東側の大部分、及び平成

10年度調査区E区のこの粘質土層の分布域には、砂地部分とにまたがって、別け隔てなく遺構が掘

り込まれている部分がある。たとえば、後に述べる、S Bllや S B21な どは、土質の違いをものと

もせず、両者を跨いで、規格的で調査区内最大の建造物を建てている。しかし、E区においては、

砂地から東側の遺構密度は平成10年度W区の砂地と同様に減っていき、溝跡のみとなる。

調査区内の建物遺構の分布は、東西の砂地部分にはさまれた、レンズ状の黄色ないし灰白色の粘

質土層部分の、平成 9年度東側調査区を中心とする区域に限定される傾向がある。

平成 9年度の発掘調査の経過と概要について

発掘調査は、平成 9年 6月 18日 から、断続的に重機による表土掘削を開始した。調査現場の電気

設備工事など必要な設備を整え、 7月 14日 から、人力による遺構検出のための荒掘りや、遺構精査

の作業を本格的に開始した。荒掘りや土層観察を通じて遺構のようすを確認していくと、掘立柱建

物跡、土坑、溝跡などの遺構が重なり合っているようすが、日を追って明らかになってきた。

さらに、遺構精査を進めると、前項で触れたS Bllや S B21と S B01と した掘立柱建物跡は、掘

り込んだ柱穴の中に、根石や板を据えているものが多く検出されて特徴的に思われた。脆弱な地盤

に建造物を建てるにあたっての工夫の一つであろうか。これらの遺構にともなって出土した遺物の

多くは、中世土師器やその破片であった。さらに、これらの遺構の検出・精査を進めると、伏流水

の水脈にあたる土坑などからは、木製品なども出土するようになった。また、S D05と 名付けた溝

跡に堆積する灰黒色土層中からは、青磁碗の破片が出土 して、遺構の時期を考えるにあたり、おお

いに参考になると思われた。

このように、遺構の検出・精査と土器の取り上げなどの作業を進めながら、遺構や遺物出土状況

の実測、写真撮影などを重ねるうちに、 8月 27日 に、S D01と S D02の合流付近の灰黒色土層中か

ら、凝灰岩製の五輪小塔の出土を見るに至った。このような石製の五輪小塔の出土例は希少であっ

たことから、急邊、この時点までの渡橋沖遺跡や周辺の遺跡の発掘調査成果と、五輪小塔に関わる

情報をまとめて、報道機関に提供した。

その後も発掘調査の種々の作業を続け、渡橋沖遺跡の平成 9年度調査区内の全容が、ほぼ明らか

になった9月 27日 に、近隣の住民や関係各位に事前に告知して、出雲バイパス建設予定地内遺跡発

掘調査全般にわたる現地説明会を開催した。遺跡現場の説明は渡橋沖遺跡のみとして、遺物の紹介

は、整理の進んだ蔵小路西遺跡や姫原西遺跡の遺物を中心に公開した。遺跡現地の説明にあたって

は、遺構の規模、掘立柱建物跡の構造的特徴などを体感してもらえるように配慮して、参加者を発

掘調査現場内に誘導した。出土遺物の公開については、写真、イラストなどの解説パネルを作り、
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図5 渡橋沖遺跡掘立柱建物の変遷 その1(S=1/500)
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要所に人員を配置して説明等にあたらせた。参加者は100人前後で、報道関係の取材も数社に及ん

だ。

この後、10月 1日 に、渡橋沖遺跡の平成 9年度調査区の空中撮影を行なった。撮影にあたっては、

翌年の発掘調査が想定される部分と合成できるように配慮して行なった。

さらに、遺構実測などの作業々進め、現場を撤退するための種々の作業を経て、10月 20日 に、平

成 9年度における渡橋沖遺跡の調査を終了した。

平成 9年度の発掘調査で検出した遺構は、建物跡の柱穴やその他の構造物に伴う柱穴、ピットな

どが500穴足らず、土坑が14基、溝跡が■条などであった。これにともなって出土 した遺物の多 く

は破片を中心とした中世土師器碗皿類で、コンテナ (縦340皿、横540111111、 高さ148mm、 約27之 )14

箱であった。このほかに、輸入青磁碗皿類、国産陶器甕壷類、調理具類、木製品の食器類 (漆器、

曲げ物の底、匙、箸)、 装身具類 (櫛)、 道具類 (刃物の柄)、 建築部材 (柱根、礎板)な どが出土

している。

平成10年度の発掘調査の経過と概要について

平成10年度の発掘調査は、4月 15日 から、前年と同様に、桑畑やビニールハウスとして利用され

ていた部分の耕作土や床上を除去して開始された。荒掘りや遺構検出の作業を進めていくと、調査

区の北側に、平成 9年度調査区から続く溝跡が、東西に分岐、あるいは、集約しながら展開してい

るようすが浮かび上がってきた。また、平成 9年度調査区に近い区域や北側に偏って、ピットや柱

穴が多く検出されたが、これらは、平成 9年度調査区のように、規格的な建物を構成するようには

見えなかった。しかし、ある程度規格的な配列も見られ、平成 9年度東側調査区建物跡の一部と軌

軸が共通する柱穴等もあるように思われた。このほかには、比較的大きな土坑が検出される傾向に

あった。これらはすべて、その痕跡が、地下の標高 3m付近の伏流水に到達しており、最低部を検

出するのに難渋した。掘り上げた後は、崩落の危険があるため、記録を採ってすぐに土嚢で穴埋め

した。平成 9年度の発掘調査についても同様に処置しており、空中撮影合成写真の、白く輝く丸い

部分はすべて、土坑を発掘調査して埋め戻した跡である。

平成10年度調査の重要な成果として、調査区南側で、後に検出してS B61と した掘立柱建物跡の

検出が挙げられる。この、おそらくは縁付きの建物跡は、遺構の北端が調査区内にかかっているも

のと見られるが、これによって南側の用地外に比較的大型で規格的な遺構の続きのあることが容易

に想定できる。このS B61を検出したことによって、平成 9年度調査において、構造物の基礎に攪

乱されていたため調査対象外とし、不明だった調査区の南側部分に、遺構の続きの、それも重要な

部分があることが明らかになったといえる。

調査は6月 25日 に、空中撮影を行ない、その後、残った遺構実測や測量作業をして、 7月 3日 に

終了した。

検出した遺構は、掘立柱建物跡 2棟、柱穴等140穴足らず、土坑17基、溝跡 9条などであった こ

れらの遺構にともなって出上した遺物は、多くは破片を中心とした中世土師器碗皿類で、コンテナ

(縦3401111n、 横540111111、 高さ1481111n、 約27ゼ )14箱であった。このほかには、いずれも破片で、輸入青

磁碗皿類、国産陶器甕壺類、調理具類、木製品の建築部材 (柱根、礎板)(差歯下駄の台部などが

出土している。両年度の遺物とも13世紀を中心とする鎌倉時代のものが大半で、若干相前後する時

期のものと近世の陶磁器などが含まれる。
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渡橋沖遺跡掘立柱建物の変遷 その2(S=1/500)図 6
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図 7 渡橋沖遺跡掘立柱建物の変遷 その3(S=1/500)
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第 2節 検出された

遺構・ 遺物

渡橋沖遺跡では、

掘立柱建物跡12棟、

溝跡18条、土坑31基

などが検出された。

これらの遺構を中心

に遺構に伴 う遺物そ

の他の出土遺物など

について若干の記述

を試みる。

掘立柱建物跡につい

て

遺構の分布を見る

と、やはり掘立柱建

物跡がその中心をな

しており、溝も土坑

も掘立柱建物に規制

されて配置が決めら

れているようすがう

かがえる。 (図 4)

平成 9年度調査区の

排水路をはさんだ部

分は最 も頻繁に建物

の建て替えが行なわ

れたようであり、少

なくとも3回確認で

きる。また、掘立柱

建物跡のいくつかは

uO・レ

o                                4m

図 8 渡橋沖遺跡S B02遺構実測図 (S=1/80)

同軸であったりして同時期に機能していた可能性も指摘できる。これらのことから、掘立柱建物跡

を4群に分けて考えたい。第 1群はS D04と S D05の清跡を跨いで検出したS Bllと S B12で ある

(図 5)。 第 2群はS B21か らS B24ま での掘立柱建物跡である (図 6)。 この4棟 は建物の長軸を

―にしており、建物どうしの間隔も遠からず近からず、最も整美で堅牢そうに見えるS B21を中心

に、同時に機能していた可能性がある。第 3群は第 2群のS B22と S B24を切って建てられた形跡

のあるS B01である (図 7)。 建物を建て替えた順序は第 1群→第 2群→第 3群 とみることができ

る。第 3群は第 2群を切っており、第 2群にS D04か らS D21ま での東西方向の溝跡がこれに付く

とすれば、S B12の 柱穴を切っているので第 2群が優先するからである。

第 4群は第 1群から第 3群までと噛み合わない建物跡である。この第4群に含めたS B02(図 8)
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図 9 渡橋沖遺跡S Bll遺構実測図 (S=1/80)
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図10 渡橋沖遺跡S Bll遺構実測図 (S=1/80)

は砂質土壌に建てられた1間 ×3間の掘立柱建物跡である。′遺物は得られていない。しかし、この

S B02は溝跡やS B12な どと絡んでいるのでこれらの建物跡の中で最古である可能性もある。

第 1群としたS Bll(図 9。 10)は、 S B01と 排水路に切られており、全体の規模と構造は不明、

南北 8m、 東西7.5mに わたって建物を構成していた16の柱穴を検出した。 この柱穴のうち9穴か

らは根石が、図9平面図の右隅の柱穴からは丸太を縦に割って平面を上に向けた状態で板が出土し

た (巻末写真図版10 S Bl1 356)。 S Bllの根石・根板は、後述するS B21や S Bllの ように多

くの柱穴に穴一杯にしっかりとした根石が座っているという様相ではなく、穴の大きさに比べて小

さいものであった。S Bllか らはこのほかの遺物は出上していない。

S B12(図 13)も S D04・ S D05に切られており、SB■ とほぼ同軸なので第 1群と考えたい。

この掘立柱建物跡は、S B02の遺構とも交錯しており、同じように砂質上をものともせず2間 ×2

間の総柱の建物を建てていたと見られる。柱間は2.3m～2.5mを測る。S Bllに見 られたような根

石などの構造は検出されなかった。

しかし、遺物としては土師器郭が 1個体分出上している (図12-1)。 出土位置は図13、 平面図

左中、補助線上の柱穴中である。この土師器界は口径12cm、 底径5,4cmで全体に暗いオレンジ色を

呈している。日径に比べて底径が広く見え、浅い感じを受ける。体部の形状は、腰部で若千丸みを

帯びるがそれから上には斜め上方にまっすぐ伸び、日縁端部は角ばっている。島根中世Ⅲ期
註1

Ｅ
Ｏ
マ

Ｅ
Ｏ
■

-16-



０
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ
ヨ

ｒ

Ｈ

＝

Ｈ

Ｈ

日

＝

＝

辟

＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

＝

Ｌ

輌一　　　　　　　　筑一

40m

40m

40m

図11 渡橋沖遺跡S B21遺構実測図 (S=1/80)
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図12 渡橋沖遺跡S B21遺構 (断面)・ 遺物実測図

(遺構実測図S=1/80 遺物実測図S=1/3)

(13世紀)前半と思われる。

第 2群の中心的な建物と見られる掘立柱建物跡がS B21(図11・ 12)で ある。規模は北6.3m、

東西8.4m、 建坪60r(18坪)。 その構造は本体 2間 ×3間の総柱に四方縁が付くもので、本体柱間

はすべて2.lm(1カ 所無柱部分あり)、 縁幅は本体柱間距離のちょうど半分となる1.25mを 測り、

規格的である。各々の柱穴自体も径50～ 70cmと 大きく、揃っている。また、建物を構成する柱穴30
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図13 渡橋沖遺跡S B12遺構実測図 (S=1/80)

のうち10の柱穴に根石が、図11平面図左上の柱間線から左に外れた柱穴からは板が検出された。こ

れらはS Bllの根石よりも大きく平でしっかりとしている。掘り進むとすぐに砂地に到達 してしま

う脆弱な地盤に建物を建てるための工法と見え、今日にいたっても原位置を保っているものが多い

と見られる。このことは、S B21が S Bllよ りも堅牢な建物であったことを示していると考えられ

る。また、根拠薄弱ながら、S Bllか らの根石の転用の可能性も考えてみたい。ただし、S Bllの

柱穴のセクションからは石などを抜き出した形跡は確認 していない。しかし、第 1群から第 2群へ

と建物群が移行 したと考えた場合、建て替えるごとに建物の構造の質が向上したと見ることは可能

だと思われる。

S B21か らは図12-2に挙げた中世土師器の柱状高台皿が出上している。出土したのは図12平面

図の3段 目真中の柱穴埋土からである (巻末写真図版■左上)。 柱部が短く底部が下に向けて踏ん

張っているので13世紀中頃から後半の特徴を示すと見られる。

S B21の 占める区域の中では多くのピットが検出されている。構造としては柱穴と思われるが煩
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図14 渡橋沖遺跡S B22遺構実測図 (S=1/80)

雑で錯綜しており、建物として組むことは困難である (図 4ほか)。 このようなピットの一つから

図12-3に挙げた無釉焼締陶器壷の口縁が出土した。日径16.4cm測 り、色調は若干茶色みを帯びた

灰褐色を呈している。口縁は上から押さえたようなずんぐりとした玉縁で、内側に明瞭な段が付く。

この2点についてはいずれも特徴的に見える。S K06出上の図29-11や S K32出上の図43-9・ 10

と同一個体を形成する可能性も考えられる。

同じく、第 2群を構成すると考えられるS B22は、S B01と 」F水路に切られていて、その構造と

規模は不明である。仮に図14の ように組めるとすれば1間×2間以上、短辺柱間3.8m、 長辺柱間

2.3mの規模で1.2m幅 の縁が廻ると考えられる。平面図左下の柱穴から小さな石が出土したほかは、

S B21の根石のようなものはなかった。住間距離にして約2.5mの 間隔をおいて、 S B21の 西に長

軸を揃えて並んでいる。

S B23は図15の ように組むと補助線上に多くの柱穴が並ぶことになるが、向かい合うものを拾う

と2間 ×8間 (4間)の構えになる。短辺の柱間は1.8mと 1.5m、 長辺の柱間は西端が1.5mと 中

―-20-―



0                                4m

図15 渡橋沖遺跡 S B23遺構実測図 (S=1/80)

2間が 2m、 東端が 3mで

あった。北側に、東西方向

に長軸と並行 して走る柵列

(図 4ほ か)は、 S B23も

しくは第 2群に伴 う可台ヒ性

も考えられる。 この遺構か

らは遺物は出土 していない。

S B24は、 S B22の南に位

置 している。規模 は 1間 ×

3間で短辺 は3.4m、 長辺

は西端が1.8m、 中間が2.2

m、 東端が1.5mの 間隔 と

なる。 S B24は検出遺構 と

してはS Bllと もほぼ車由が

揃っているようだが、お互

いを今まで見てきた図のよ

うに組んだ場合、 この2棟

の掘立柱建物跡どうしの間

隔は60cmと あまりにも狭く、

併存 していた可能性はない

ものと考える。 S B24も や

イまり岳導噛がS B21と イよイ蒻 っ

ており、今まで第 2群とし

てきた掘立柱建物跡はすべ

て東西方向に長軸が揃い、

整然とした配置を見せてい

るようである。

ところで、この調査区で

中心的な位置を占める第 2群 として考えた4棟の掘立柱建物跡に伴う溝跡や土坑などの主要な遺構

は、どのような組み合わせになるだろうか。分類 した上で考えてみたい。

溝跡のグループ分けについて

まず、溝跡を遺構のみから見て可能な限りのグループ分けを試みたい。

S D04、 S Dll、 S D05、 S D13、 S D23、 S D24、 S D25、 S D21を 一連の溝跡と見れば、

S B21を はじめとする掘立柱建物跡の第 2群と併存 したと考えることは可能だろう (図 4～ 7・ 21・

23以下同じ)。 溝跡の第 2群 として考えていきたい。

また、S D71、 S D02(石製五輪小塔出上、巻頭カラー写真図版 2、 図22-13・ 14)、 S D07、

S D03を一つのグループと見ればS D04に切られているようにも見えるが、後述するS B01と 一部

軸の方向や間隔が合う部分があり、併存していた可能性を追ってみたい。S B01は 4群のうち最新
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段階と考えている掘立柱

建物跡である。 S D03と

重複するS B02は第 4群

に含めているがS Bll・

12と の絡みから最古段階

の掘立柱建物跡である可

台ヒ性がある。建物と溝と

の先後関係は、脆弱な砂

地であることか ら、溝を

後から掘 った可能性が高

いと考えられる。以上の

ようなことか らこの溝跡

の一群を第 3群として考

えたい。

次に、 S D01を第 5群

として考えておきたい。

S D01は S D02よ りも広

く深い (図21、 巻末写真

図版 3)。 S D01と SD

02の先後関係は遺憾なが

ら土層で捉えることはで

きなかった。 しかし、石

製五輪小塔の出土状況を

0                              4m

図16 渡橋沖遺跡S B24遺構実測図 (S=1/80)

見ると、火輪はS D01と S D02の交わる部分から出土しているが空風輪は完全にS D02の溝跡の中

から出土している。このことは深く広いS D01よ りもS D02の溝跡の方が優先することを示してい

ると考えたい。このS D01と 掘立柱建物跡との関係は、遺構のみからは追えないと思われる。

S B61と 軸方向や間隔の合うS D61、 S D81を第 4群として考えたい。また、平成10年度調査区

(E区)の北東隅で検出されたS D31、 S D21、 S D41、 S D51を第 6群 として考えたい。 S D31

とS D21は第 2群として考えたグループとのつながりが考えられるが判然としない。S D41も他の

遺構との関係や機能はよくわからない。S D51は検出状況からS D23を切っている。S K25と 何か

を繋いでいるようにも見えるし、S K25に 切られているようにも見える。S D10、 S D12は第 8群

としておきたい。

これらの溝跡は例外なくその掘り込みの最底部は砂質土部分に到達している。

土坑のグループ分けについて

S B12と の間隔からS K04を第 1群として考えたい。また、S Bllと の間隔から、S K08も この

第 1群として考えておきたい。ただし、S K08は後述する第 2群 として考えられる可能性もある。

掘立柱建物跡の第 2群 と溝跡の第2群 との関係から、土坑の第 2群 としてS K06、 S K07、 SK

08、 S K09、 S K02、 S K21、 S K22、 S K32、 S K37、 S K12を考えておきたい。また、この第

―-22-
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図17 渡橋沖遺跡S B01遺構実測図 (S=1/80)・ 出土銭貨拓影 (実物大)
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2群については、位置や規撫

形状などからさらに4つ のグ

ループに細分したい。第 2群

の掘立柱建物跡と溝跡に囲ま

れていて比較的規模が大きく、

形状も若干特異に見えるSK

06を 2-aと したい。掘立柱

建物跡第 2群に対して対称的

な位置にあるS K07と S K08

を2-bと したい。ただし、

先述したように、S K08は第

1群に数えなければならない

かも知れない。また、第 2群

の掘立柱建物跡と溝跡の外に

並ぶS K09、 S K02、 S K21、

S K22、 S K32、 S K37を 2-
Cと したい。さらに、S Dll

との位置関係からS K12を 2-

dと しておきたい。

S D03、 S B01と の位置関

係からS K10を第 3群 として

考えたい。S K10は平面図が

図23ほ かのようになっている

が、どちらも形を崩し合って

いないのでS D03と の併存は

可能だと考えている。

S D51と の位置関係からS

K25、 S K26、 S K27を第 6

群としたい。

Ｅ
Ｏ
ｎ
帯

Ｅ
Ｏ
η
帯

お Om

図18 渡橋沖遺跡S B61遺構実測図 (S=1/80)

掘立柱建物跡第 2群の区域内に掘り込まれたSKと 土坑第 2群のS K21を切っているS K24を 第

7群として考えたい。

その他の上坑S K03、 S K05、 S Kll、 S K13、 S K14、 S K23、 S K28、 S K29、 S K30、 S

K33、 S K34、 S K35な どを第8群 とする。

再び掘立柱建物跡について

図17は掘立柱建物跡第3群 として分類したS B01である。遺構としては第 1群や第 2群の掘立柱

建物跡を切っているがS B01自 身は排水溝に切られていた。南北の断面図に見える掘り込みのレベ

ルが高く深いコップ形が排水溝の断面である。S B01の検出面はすでに砂地に到達している部分が

あった。建物の規模は1間 (2間)× 5間。短辺4.6m、 長辺11.5m。 長辺の中間は2.3m、 短辺の
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中間に柱穴があったかどうかは、排水溝に切られてい

て不明と言わざるを得ないが、仮に柱穴があるとすれ

ば1つ で、その柱間は2.3m程度。長辺と同じ柱間距

離をとることとなり、すべての柱間が同間隔というこ

とになりそうだ。構造は違うが、S B21と 同様に非常

に規格的な配置になっている。

図17、 S B01平面図右上隅の柱穴は検出し切れなかっ

たが、その他の柱穴には例外なく根石が入っており、

ほかの掘立柱建物跡と際立った違いを見せている。例

えばS B21と 比較しても、大きく平らな石が柱穴一杯

に底深く埋め込まれているようす (ほ とんどの石の最

上面が標高3.4m以下)がわかる。 この深 く埋め込ま

れたことが、後世の石の掘り起しを免れた要因のすつ

と考えられる。このことは、また、この区域の根石を

用いた建築方法の発達していった過程か、あるいは、

転用した可能性を示しているものと考えられ、いずれ

の場合も第 1群→第 2群→第 3群という掘立柱建物跡

の変遷を裏づけるものとみたい。ちなみに、根石の据

え方については、213の 柱穴には5個以上の大小の石

を組み合わせて、平面図左上の柱穴には3枚の平らな

石を組み合わせて据えられているが、その他の柱穴に

は、それぞれの柱穴の径の大きさに見合った1枚の平

らな石が据えられていた。これら根石の岩石種類と生

産地、この場所に運ばれてきた経路などは不明である。

S B01で は359、 213の 二つの柱穴から中国の宋王朝時代 (西暦―以下同じ-960年 ～1279年)の

現在の河南省開封に都をおいた北宋時代 (960年～1127年)の銭貨である北宋銭が出上している。

図17、 359の 柱穴から出上した銭貨は「宋通元費」で、穴底の根石に到達するまでに二手に余る

ほどの中世土師器碗皿類の欠片や炭の欠片とともに採集された (巻末写真図版 9右上)。 土器の欠

片よりも出上位置が低かった。213の 柱穴からは「元豊通費」が出土した。これは、 5個以上の平

らな面を上にして組まれた石の間から出土したもので、この北宋銭以外には中世土師器碗皿類の破

片が出土している。

「宋通元賓」は、北宋 (太祖)960年 (建隆元年)初鋳註つ、亥J字体は行書。ほとんど欠損がない。

直径2.5cmた らず、重さ2.55g裏が偏平であることから模鋳銭の可能性も考えられる。

「元豊通費」は、北宋 (神宗)1078年 (元豊元年)初鋳、刻字体は象書。これもほとんど欠損が

ない。直径2.5cmた らず、重さ3.30g。 出土時一部には「黄金」色が保たれていた。本銭の可能性が

高いと思われる。

ところで、この2枚が出土した柱穴は、359が S B01の 建物の「鬼門」に、213が「裏鬼門」にそ

れぞれ当たる。このように中世土師器の細片を伴っていたということは、S B01の建物を建てる前、

図19 渡橋沖遺跡S B61出土柱根実測図

(S=1/4)
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この建物を建てるに当た

り〈銭貨そのものがもた

らす (発揮する)効果を

期待 して、いわゆる「地

鎮め」
註3を

行なった跡 と

考えたい。

掘立柱建物跡第 4群と

したS B61(図18)は、

その建物構造の北端 (縁

と思われる)が、わずか

に、 平成 10年度調査区

(E区)に かか った状態

で検出された。検出面は

黄色を呈 して、乾 くと非

常に固 くなる粘土である

が柱穴の覆土を掘 り込ん

でいくとやはり砂地に到

達する。建物跡全体の構

造については把握 し切れ

なかったが、 S B21と 同

様の構造が予想される。

おそらく、確実に押さえ

られると思われる廻 り縁

の幅が1,3m、 本体 の柱

ur09,

450m

|

図20 渡橋沖遺跡 S B71遺構実測図 (S=1/80)

Ｅ
Ｏ
η
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間が2.3m程度と、S B21よ りも若干大きい規模が想定できるとみられる。寸法取りについてはS

B01と 共通 しており、長車由についてもおそらく軌を―にしているものと思われる。双方を隔てる距

離は27mと さしたるものではないが、「第 1節 発掘調査の経過と概要」のところで述べたように、

S B01と S B61の間に横たわる一帯が発掘調査できなかったため、寸法取りと、長軸方向の共通性

以外にこの2棟の掘立柱建物跡を結びつける材料は得られなかった。

S B61の本体北端の二つの柱穴 (630、 652)か らは柱根が出上した。図19(巻末写真図版22 図

19)は630か ら出上したものである。残存長41.9cm、 幅18,6cm、 厚さ16.lcmを測る太い角柱であった。

652か ら出上したもの (巻末写真図版22 18-652)も 角柱で、図19に挙げたものよりも一回り小さ

なものであった。どちらも材質は針葉樹と見られる。

このS B61が検出されたことによって、渡橋沖遺跡の遺構群、それも、かなり重要な部分が調査

区を超えて、南に広がっていることが明らかになったと言える。

S B71は検出された渡橋沖遺跡の建物跡の中で最も東において検出されたものである。この掘立

柱建物跡の検出面もほとんど砂地であった。構造は1間 ×2間、短辺 3m、 長辺 5m、 長辺柱間距

離は2.4～ 2.5mを測る。この遺構に伴う遺物はなかった。
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図21 渡橋沖遺跡溝跡土層断面図 (全体図S=1/500 断面図S=1/40)
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図22 渡橋沖遺跡薄跡出土遺物実測図

(石製五輪小塔S=1/2 中世土師器・青磁S=1/3)

溝跡出土遺物について

溝跡のグループ分けについて (21～22ペ ージ)で述べたように、主な掘立柱建物跡と土坑との位

置関係から、溝跡を次のようにグループ分けした。なお、第 1群と第 7群は欠番とした。(図23)
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平成9年度調査区

平成 9年度調査区

平成側年度調査区 (E区 )

0                               25m
I            I

図23 渡橋沖遺跡検出土坑位置図 (S=1/500)
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第 3群

第 4群

第 5群

第 6群

S D02 S D03

S D07 S D71

S D61 S D81

S D01

S D31 S D21

S D41 S D51

第 8群 :S D10 S D12

溝跡から出上 した遺物の中

で図化できたものは、図22に

挙げた14点であった。

結果、図22の 1～ 5、 10～

12ま でが第 2群 (S D25、 S

D05、 S D21、 S D04)、 6

と13～ 14が第 3群 (S D03、

S D02)、 7～ 9が 第 6群

(S D31)の各遺物を取 り上

げることとなった。

溝跡第 2群から出土 した青磁

について

図22-1～ 3は中国陶磁器

竜泉窯系青磁で、 1は体部外

面に鏑蓮弁文を施 した椀 I―

5b類註4の体部から口縁にかけての部分で、内外ともオリーブ色に発色 している。 S D25の 覆土

の暗灰色土層中から出上した。 2は竜泉窯系青磁邦Ⅲ類の底部から腰部とみられ、暗い青緑色を呈

している。高台は断面三角形で、高台内も体部と同様に釉薬がかけられ、同様に発色している。畳

付は尖って内外とも釉薬が掻き落とされ境目が茶色く焼け付いていた。S D23の屈曲部から少し西

に行ったところで暗灰色粘質砂層から出土した。 3は、これもやはり竜泉窯系青磁椀 I-5b類の

底部から高台脇にかけての部分で、おそらく体部外面に鏑蓮弁文を施しているものとみられる。淡

い青緑色を呈する。高台は切り高台で、外側に数力所釉薬を弾いて茶色に焼け付ぃた部分がある。

高台内は若干切り込み部分から釉薬が流入しているが、灰色の地肌が露胎している。重ね焼きした

ときの筒状の窯道具の上端が扇形に容着している。

溝跡第 2群から出土した中世土師器について

図22-4は中世土師器の皿である。復元口径9.8cm、 復元底径 5 cm、 器高2.6cmを測る。内面底部

にはロクロ成形の痕跡と思われる指ナデによる渦巻き痕が見える。底部は回転糸切り痕がわずかに

残る。体部は斜め上方にまっすぐ伸びて丸く納めている。明るいベージュ色で、所々に濃い赤みが

かったベージュ色の部分がある。島根中世Ⅲ期後半の特徴を示す。図22-1と 同様 S D25の 覆土暗

灰色土層中から出土している。図22-5は中世土師器の椀か郭と思われる。色調は白身がかったベー

ジュで、一部赤みがかったベージュに発色している。復元底径 6 cmあ まり、底部外面には糸切りの

1.灰色粘土層 (黄色粘土多量に含む)

2.暗灰色粘土口
9.暗灰色粘土日 (黄色粘土多量に含む)

4.暗灰色粘土層 (黒色粘土、黄色砂質土含む)

5.黄色砂質土旧

o                             2m
卜

図24 渡橋沖遺跡S K02遺構・ 出土土器実測図

(遺構S=1/40、 中世土師器皿はS=1/3)
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痕跡があり、底部内面にはロクロ成形の指ナ

デによる渦巻き痕跡がある。口縁は欠いてい

るが、底径の割合が大 きく見える。腰部への

立ち上lが りに凹部があり、アクセントとなっ

ている。島根中世Ⅲ期後半の特徴を示すもの

と思われる。
註5

溝跡第 2群から出上 した中世須恵器甕につい

て

図22-10～ 12は中世須恵器甕の肩部から胴

部にかけての破片で、外面には格子状のタタ

キロが付いている。 これらの破片はS D04の

調)査区壁に近い地点の溝跡の覆土 (暗灰色

土層中から一括 して出土 したものである。検

出時はすでに甕の形をなしていなかった。

第 2群の溝跡から出土 したものの中で図化

できたのは以上の8点であった。この他にも

中世土師器の破片が多 く出土 している。非常

に少ない量ながら、竜泉窯系青磁 I-5a類

とⅢ類 とみられる青磁 (図22-1～ 3)が出

土 していることから、溝跡第 2群の組み合わ

1.暗黒色粘土層                 せが成立するならば、13世紀後半の年代、が

:: 庭:皇査皇蓄
層             (s=1/40)  与〉とられるものと考えられる。 このことは第
0                                  2m
卜                2群 の溝跡から出土した中世土師器の椀皿類

や、掘立柱建物跡第 2群のS B21柱穴内から
図25 渡橋沖遺跡S K04遺構・遺物出土状況実測図

 出上した柱状高台皿の時期とも符合するもの

と見られ、第2群の掘立柱建物跡と、第 2群の溝跡の実年代をある程度反映しているものとみたい。

溝跡第 3群から出上した中世土師器について

第 3群に分類して考えたS D03か ら出土 した中世土師器の破片の中で、かろうじて図化できたの

が、図22-6の 中世土師器椀の底部片であった。底部外面に回転糸切り痕と、内面に指ナデによる

渦巻き痕が付く。色調は薄いベージュで、破片断面は赤みがかったベージュ。底径は6 cmで 、この

寸法は、図22の 中世土師器椀で一致している。 6の体部はかなり開いて立ち上がるようにも見える。

図22-5ほどではないにしても、若干腰部にアクセントがある。S D03の S K10よ りも東側、北に

向けて屈曲しかけた部分で覆土 (暗灰色土層)中から出上した。

溝跡第 3群から出土した石製五輪小塔について

第 3群に分類したS D02か らは、S D01の合流付近の暗灰色の覆土中から石製五輪小塔の空風輪

と火輪が別々に出土した (図22-13・ 14、 巻頭カラー写真図版 2上、巻末写真図版 3下)。 大きさの

釣り合いも取れており、膳も概ね合っているので一体のものと思われる。

空風輪は一体成形で、膳も含めて高さ4.52cm、 重さ26.93g。 火輪は高さ2.25cm、 長幅5,48cm× 短

40m
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幅4.94cm、 重さ54.08g。 組み合わせ

た残存高は6.39cmと なる。材質は空風

輪も火輪も同一で、中粒酸性凝灰岩で

あり、この地域で比較的容易に手に入

る物である。

形態的特徴について :梵字の刻字が見

えない (あ るいは初めから彫っていな

いのかも知れない)ので表裏の向きを

半J別するのがほとんど不可能であった。

空風輪については、宝珠先端の突起が

原初 (12世紀後半)註
6的

形態のものと

比較して、やや顕著になってきている

こと、請花との接合部の参1り 込みが単

調で、「∠」形であること、請花の下

への曲線が若干緩いことなど、いずれ

も、時期的には13世紀後半から14世紀

代の様相を呈していると見られる。

火輪については、笠石が低く偏平な

のは、導入時期の原初的特徴を残す地

方的特色が現れていると見られる。ま

た、四隅の反りが強調されるのは、中

国地方、九州地方の地域的特色を示し

ていると考えられる。

この図22-13・ 14の ように空風輪と

火輪の接合部に四角い膳を切っている

例は少ないようである。

五輪小塔の材質について :こ の石製五輪小塔の注目すべき点は材質で、このような小塔を石を用い

て造るのはあまり例がないということである。このような石製五輪小塔の材質については土製の

「泥塔」と呼ばれるもの、陶製のもの、水晶製のもの、金銅製のものなどがある。

五輪小塔の用途・性格について :五輪塔は仏教の五輪思想を形にして塔にしたものだが、仏舎利容

器でもあり、信仰対象でもある。土製、陶製のものは、おもに、仏陀と一体になって成仏すること

を願う人々によって、死者とともに埋葬される例が多いようである。また、水晶製、金銅製のもの

は信仰対象として人々の鑑賞に耐えうる高度な工芸美術品的なものが多いようである。

前段の材質のことと考え合わせると、渡橋沖遺跡のこの小塔は凝灰岩製で、細工が施しやすく、

丁寧な造りであり、作者の真摯な姿勢が伝わってくるようではあるが、美術工芸品的価値観から見

れば、水晶製、金銅製のものに比ぶべくもない。出土状況からはにわかに導き出せないが、死者と

ともに一旦副葬された可能性も考えられる。

なお、島根県内の小塔の出土例としては、大田市の南八幡宮境内から、泥塔が1基出上している。
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図26 渡橋沖遺跡S K04出土遺物実測図

(中世土師器S=1/3 木製品S=1/4)
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iOcm

この泥塔は鉄塔や経筒を囲う六角堂の修

理の際に採取されたもので「五輪塔形の

両面に梵字を刻んだもので、現在風輪と

空輪が欠けている。高 さ6.3セ ンチ、地

輪の幅3.9セ ンチ、厚さ1,9～ 1,7セ ンチを

はかる。灰白色を呈 し、胎土 こまかく焼

成堅徴
十

でぁる。」 とされ15世紀末を遡

るものではないようだ。
註7

溝跡第 6群から出上 した中世土師器につ

いて

図22-7～ 9は中世土師器椀で、いず1.灰色土層 (土器片、炭粒、自色粒含む)

2.暗灰色砂質土旧 (土器片、炭粒、自色粒含む
れも、溝跡の第 6群 として分類したSD3.暗灰色粒質砂届 (土器片、炭粒含む)

4.黄色砂質土層 (灰色粘土含む) 31か ら出土 した ものである。 日径 は12.4
5.灰色粘土層 (黄色砂質上含む)

6.黄色砂質土属                  cm、 底径は6 cm、 器高は3.5 cmを 測る。

0             2m           色調はアイボリーで断面は赤みがかった

ベージュをしている。胎土は非常に多く

図27 渡橋沖遺跡S K07遺構・ 出土土器実測図  の砂粒を含んでいる。底部外面に回転糸
(遺構S=1/40 中世土師器皿はS-1/3)  

切り痕、内面に指ナデによる渦巻き痕を

残している。後述する図22-8も そうだが、この底部内面の指ナデによる渦巻き痕が今まで見てき

た指の腹を直接使ったような痕跡ではなく、鋭く細い沈線が廻っており、技法は同じでありながら、

使用具の違いが見られる。底部外面と体部の立ち上がりとの境界がシャープさを欠き、丸く納めて

立ち上がらせ、斜め上方にまっすぐ伸ばして何のアクセントもなく、日縁端も丸く納めている。法

量以上に開いて浅い感じがする。島根中世Ⅳ期の特徴を示す。 8は復元口径12cm程度、底径 6 cm、

器高 4 cmを 測る。色調は赤みがかったベージュから淡いベージュ。底部外面に回転糸切り痕、内面

に指ナデによる渦巻き痕がある。内面は7と 同じ様相である。胎土は7に比較すると精良といえる。

底部外面から体部への立ち上がりも7と 同じ様相だが、立ち上がってからは丸みを帯びる。断面は

若干違和感があるが、外形は7と さほどの違いはない。図22-9は底部から体部にかけての破片で、

底径 6 cm、 赤みがかったベージュから灰色をしており、胎土に若干砂粒を含む。底部外面に回転糸

切り痕、内面に指の腹によるナデ痕がある。底部外面からシャープに折れて立ち上がり、腰部が凹

んでアクセントになっている。島根中世Ⅲ期後半の特徴を示す。

溝跡出土遺物までのまとめ

溝跡第 2群からは中国青磁の竜泉窯系青磁 I-5a類 の椀とⅢ類の郭、中世土師器の椀皿類、中

世須恵器甕壺類が出土した。13世紀後半の年代観が与えられると考えたい。

溝跡第 3群に分類したS D03の 中世土師器の欠片からはなんとも言い難いが、S D02か ら出上し

た石製五輪小塔の姿は鎌倉時代から南北朝期の形式をとどめているようだ。

溝跡第 6群 として分類したS D31か ら出土した中世土師器は、島根中世Ⅲ期後半からⅣ期と時期

幅を持っているようだ。蔵小路西遺跡註8の
発掘調査成果によれば、13世紀後半から14世紀にかけ

てということで鎌倉時代から南】ヒ朝期を考えたい。
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ここまでのところで掘立柱建物跡と溝跡を

照合 してみると、以下のように考えられるの

ではないだろうか。

掘立柱建物跡群

第 1群 i S Bll S B12

第 2群

第 3群

第 3群

第 4群

第 5群

第 6群

第 8群

第 4群 :S B02 S B03 S B61 S B71

建物跡としては、S B02が最古である可能

性と、S B61が第 3群に入る可能性 (S B61

とS B01の長辺がほぼ同軸)を留保しつつも、

遺構そのものの相互関係を中心に第 1群→第

2群→第 3群という変遷を想定した。

ほんのわずかの出土遺物からもこの変遷が

垣間見える。すなわち、S B12か ら出土した

中世土師器椀 (図12-1)と、S B21か ら出

土した柱状高台皿 (図12-2)である。図12-

1の中世土師器椀は、口径に比べて底径が小

さく、形式も13世紀前半の特徴を示していた。

一方図12-2の 柱状高台皿は、高台の底部断

面が「ハ」の字状に広がっており、13世紀中

頃から後半の特徴を示している。

また、多少かけ離れてはいるが、それでも、

第 3群に分類 したS B01の「元豊通費」は、

この遺構の遡る上限を11世紀後半までのとこ

ろで塞き止めてくれている。

したがって、掘立柱建物跡第 1群には13世

紀前半、第 2群には13世紀中頃から後半の年

代を仮に与えておきたい。

溝跡群

第 2群

S B21 S B22 S B23 S B24

S B01 (S B61)

S D04 S Dll S D05 S D13

S D23 S D24 S D25 S D21

S D22

S D02 S D03 S D07 S D71

S D61 S D81

S D01

S D31 S D21 S D41 S D51

S D10 S D12

40m

1.暗灰色土層 (白 色粒含む)

2.暗灰色土層 (ベージユ粘上の塊含む )

3.黄色砂質土層 (暗灰色粘上の塊含む)

4.黄色砂質土層 (暗灰色粘上の塊含む)

0                           2m

図28 渡橋沖遺跡S K06遺構・遺物出土状況実測図

(S=1/40)

1ア 19 16
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図29 渡橋沖遺跡S K06出土遺物実測図

(櫛 S=1/2 陶器甕口縁S=1/4 その他S=1/3)
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溝跡では、遺構相互の関係もさることながら、掘立柱建物

跡群と土坑群との関係もその要素に含めて分類、グループ分

け、ナンバリングを行なった。その結果、第 1群と第 7群が

カップリングできずに欠番となってしまった。遺物も、図化

できたものはわずかであり、第 2群、第3群、第 6群とかた

よってしまった。しかし、掘立柱建物跡とカップリングした

第 2群と、第 3群から年代を類推するにあたって、貴重な材

料を得ることができた。すなわち、溝跡第 2群の中国竜泉窯

系青磁 (図22-1～ 3)と 中世土師器 (図22-4～ 5)であ

り、溝跡第 3群の石製五輪小塔 (図22-13～ 14)である。

図22-1の竜泉窯系青磁椀 I-5b類 は13世紀前半から盛

行するという。図22-2の竜泉窯系青磁邦Ⅲ類は13世紀後半

に盛行するという。図22-5の 中世土師器は13世紀後半の特

徴を示していた。また、図22-13～ 14の石製五輪小塔は鎌倉

時代から南北朝期の特徴を備えているようだ。これらのこと

から、溝跡第 2群には13世紀後半までの年代観があてはまり

そうだ。溝跡第 3群には13世紀から14世紀という非常に広い

年代観が与えられる。

ここで、掘立柱建物跡と溝跡のそれぞれのグループを組み

40m

1.黄灰色土層
2.暗灰色土眉
9.黄灰色粘質土層
4.黒灰色粘質土眉
5.黒灰色粘質土層 (黄色砂質土含む)

6.灰色粘質土層
7.黒灰色粘質土旧 (黄色砂質土含む)

3.黒色粘質土層 (本片含む)

9.黄色砂質土層

0                           2m
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図30 渡橋沖遺跡S K08遺構実測図

合わせて整理してみると次のようになると思われる。              (S=1/40)

◎掘立柱建物跡第 1群の年代が13世紀前半

◎掘立柱建物跡第2群と溝跡第2群が組み合わさって13世紀後半

◎掘立柱建物跡第3群と溝跡第3群が組み合わさって13世紀後半から14世紀に至る。

この第3群の組み合わせが成立するとすれば、S B22と S B01の先後関係からこのグループが第

2群よりも優先しており、時期的に最も新しい組み合わせであると言える。

◎掘立柱建物跡群と溝跡群の遺構を同番どうし組み合わせた上での遺構群の変遷は次のようになる。

第 1群  ⇒ 第 2群 ⇒    第 3群

(13世紀前半代)(13世紀中頃～13世紀後半代)(13世紀後半～14世紀代)

ここまでのところで、宗教的な様相と民間信仰的な様相の一端を垣間見ることができた。溝跡S

D02か ら出土した石製五輪小塔と、掘立柱建物跡S B01の柱穴から出上した北宋銭である。

石製五輪小塔は、それをして工人に作らしめる宗教思想的背景はもとより、当時の政治、経済、

社会、あらゆる様相を知る重要な手がかりと思われるのである。また、S B01の「鬼門」と「裏鬼

門」にあたる柱穴から「宋通元賓」と「元豊通費」の北宋銭を用いた「地鎮め」の跡を検出したこ

とによって、建築に対する、あるいは土地に対する人々の民間信仰的な一面を見ることができると

思われる。ことによると、この祭祀のようすから、S B01の性格が割り出せる可能畦も考えられる。

さらに、この2件が、いずれも、第 3群に分類、グループ分けした遺構からの出上であったこと

は興味を引いて止まない。このような宗教的、民間信仰的祭祀、儀礼のこの地における萌芽、ある

いは移入を、第 3群の時期と連動させて考えたくなる。
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土坑について

土坑群については22ペ ージ

から24ペ ージにかけて検討 し

たように、掘立柱建物跡の遺

構群と溝跡の遺構群との相互

関係から以下のように分類、

グループ分け、ナンバ リング

をした。

第 1群 :

第 2群 a:

第 2群 b:

第 2群 C:

S K04  S K08

S K06

S K07(S K08)

S K09 S K02

S K21  S K22

S K32 S K37

第 2群 d i SK12

第 3群 i S K10

第 6群 i S K25 S K26

S K27

第 7群 :S K24 S K31

第 8群 :S K05 SK■

S K13 S K14

S K23  S K28

S K29 S K30

S K33 S K34

S K35
図31 渡橋沖遺跡S K09遺構・遺物出土状況実測図 (S=1/40) 

土坑第 1群の分類にあたっ

ては、掘立柱建物跡第 1群 (S Bllと S B12)と の位置関係に着目した。

土坑第 2群の分類にあたっては、掘立柱建物跡群、溝跡群双方の第 2群 との位置関係に着目した

後、さらに、それぞれの位置関係に着目して四つの小グループに細分した。 2-aと したS K06は

位置と形と規模に、2-bと したS K07と S K08は掘立柱建物跡第 2群 との位置関係に、2-Cと

したS K09以下 5基の上坑は掘立柱建物跡第 2群 と溝跡第 2群が囲む区域との位置関係に、2-d

としたS K12は S Dllと の位置関係にそれぞれ着日した。

S K10を第 3群 として分類するにあたっては、溝跡第 3群のS D03と の位置関係に着目した。

土坑第 6群の分類にあたっては、溝跡第 6群のS D51と 群中の各土坑の位置関係に着日した。

土坑第 7群の分類にあたっては、S K24は土坑第 2群のS K21と の切り合い関係に着目した。S

K31については掘立柱建物跡第 2群 と溝跡第 2群の囲む区域との位置関係に着日した。

第 8群 は、上記 7群の分類から漏れたものを一括して分類した。

上坑群の第4群 と第 5群は掘立柱建物跡や溝跡とのカップリングができず欠番となった。

1.暗灰色水田耕作土層 10.黄灰色粘質砂層 (砂の塊含む)

2.暗黄色粘土層 ||.灰色粘土層 (自色粘土入り込む)

3.暗黄色粘土旧 (土器片多く含む)12.暗灰色粘土層 (暗黄色砂入り込む)

4.暗黄色粘土旧 (土器片多く含む)13.暗黄色砂層
5.暗灰色粘土層 (土器片多く含む)

6.黄灰黒色粘土層        ° 2m

7.灰黒色粘土層          
トコ~す~す―_―トーーーーーーー引

8.暗灰黒色粘土層

9.暗黄灰色粘質砂旧
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土坑第 1群につい

て

第 1群として分

類 したS K04(図

25)は、掘立柱建

物跡第 1群に分類

したS B12の 南側

にある (図23)。

平面形は隅丸三角

形、短径2.2m、

長径2.6m、 深 さ

は50cmを測る。 こ

の土坑は、ほぼ砂

質上の中に掘 り込

まれており、底は

地下水、伏流水が

滲出した。

遺物としては、

陶器調理具、中世

土師器椀皿類、薄

板、曲げ物底、北

宋銭などが出上 し

ている。このうち、

｀
｀
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図32 渡橋沖遺跡S K09出土遺物実測図

(中世土師器・漆器S=1/3 櫛S=1/2 柄S=1/4)

図化できたものは、図26に挙げた7点であった。

図26-1は 中世土師器皿である。日径7.5cm、 底径 5 cm、 器高1.7cm。 色調は黄褐色を呈 し、胎土

に多くの砂粒を含む。底部も体部も同じ厚さで、体部の中程が屈曲している。日縁は丸く納めてばっ

てりした感じ。底部外面に回転糸切り痕がある。しかし、掘立柱建物跡や溝跡から出土した中世土

師器椀皿に見られたような、底部内面の指ナデ渦巻き痕はまったく見られない。これはS′ K04出土

の中世土師器椀皿全てがそうであった。図26-1の 中世土師器皿は13世紀前半の特徴を示す。
註9

図26-2は 中世土師器皿と思われる。底径4.5cmを測る。色調は白灰色を呈 し、胎土は細かく滑

らかで精良ではあるが砂粒を多く含む。底部はロクロからすっぱり切り放され、体部への立ち上が

りは腰部がくばんでアクセントになり、柔らかく、優美な曲線を描いて口縁に至るようである。底

部外面には回転糸切り痕がある。底部の径が日だって小さく、体部が優美な曲線を描く13世紀前半

の中世土師器皿の独特の形式のものと同じ特徴を示す。

図26-3は 中世土師器椀の底部の破片である。復元底径5.2cmを測る。色調は淡 く、赤みがかっ

たベージュで、細かく滑らかな胎土中に若干砂粒を含む。底部外面に回転糸切り痕を残すが、底部

内面には顕著な回転ナデの痕跡は見られない。底部からの立ち上がり、腰部が屈折したようになっ

ている。底径が小さく、13世紀前半の特徴を示す。
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(遺構S〓 1/40 木製匙 1/3)
0                              2m

和 m

40m

図33 渡橋沖遺跡S K10遺構・出土遺物実測図

図26-4も 中世土師器椀である。底径5.4cm、 色調は全体に満遍なく赤みがかったベージェの発

色で、胎土は精良で微量の砂粒を含む。底部から若干のアクセントを持って立ち上がるも底部外面

には回転糸切り痕を残すが、内面には顕著な回転ナデの痕跡は見られない。底径が小さく感じられ、

13世紀前半の特徴を示す。

図26-5は土師器系播鉢の破片である。復元口径24cm、 色調は、濃いベージュに発色した生地に、

内面全体から外面口縁近くまで、燻したような黒灰色の痕跡が、内面の深いカキロ、外面の浅いカ

キロの間に残っている。内面は、斜め横方向に浅くカキロを付けた後、日縁の約 2 clll下 あたりに一

刷毛真横にカキロを巡らせて、最後にに底に向けて一定間隔で深いカキロを付けている。外面は口

縁まで縦ないし斜めに浅いハケロがある。

この橋鉢は、12世紀中までこの地においても流通した東播系の播鉢と、13世紀後半以降に流通す

る備前焼Ⅲ期の括鉢の間を埋める、現在のところ出雲地域でしか出土していない悟鉢である。
註Ю
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図26-6の 木製品は、曲げ物の底か、何かの蓋であろうか。

図26-7はひどく痛んだ銭貨で、一部を欠いている。わずかに

「景徳元費」と判読できる。直径1.9clll、 重さ1,75g。 景徳元費は

中国北宋 (960年～1279年)朝の真宗 (997年～1022年)景徳元年

(1004年)初鋳。刻字体は真書。本銭と思われる。
訥1

S K04については遺物の時期がほぼ13世紀前半のところで揃っ

ている。その位置も掘立柱建物跡第 1群 として分類したS B12と

組める位置にあり、時期も中世土師器どうし一致を見ている。

同じく、土坑第 1群として分類したS K08(図30 36ペ ージ)

は、平成 9年度調査区S D05中央付近のすぐ北側、また、掘立柱

建物跡第 1群に分類 したS Bllの すぐ東側に位置 している (図

23 29ペ ージ)。 平面形はやや歪な円形をしており、長径1.2m、

短径1.lm、 深さ50cmを測る。底は砂質土に至 り、地下水脈、伏

流水の流路にあたる。若干の中世土師器椀皿類の破片を得たが、

図化できる状態のものではなかった。時期については不明である。

位置も掘立柱建物跡第 1群や掘立柱建物跡第 2群、溝跡第 2群と

どれとでも組めるような位置にあるといえる (図23)。

土坑第 1群に分類した2基の上坑のうち、S K04は、位置だけ

でなく遺物の時期も掘立柱建物跡第 1群に分類したS B12と 組む

ことが可能であることがわかった。

土坑第 2群について

土坑第 2群は次のように細分した。

第 2群 a(2-a)

第 2群 b(2-b)

第 2群 C(2-C)

0                 1m

図34 渡橋沖遺跡S K12

S K13遺構実測図

(S=1/40)

S K06

掘立柱建物跡第 2群 S B21、 溝跡第 2群 S D05と の位置関係、 S K06そ のも

のの平面形、規模か ら

S K07 S K08 掘立柱建物跡群と水脈との位置関係から

S K09 S K02 S K21 S K22 S K32 S K37

掘立柱建物跡第 2群と溝跡第 2群 との位置関係とと列構成から

S K12 SD■ との関係から第 2群 d(2-d)

土坑第 2群 aについて

土坑第 2群 aに分類したS K06(図28 34ペ ージ)は掘立柱建物跡第 2群に分類したS B21の南

側、S D05に接している (図23 29ペ ージ)。 S K06、 S D05と もに検出面においては切 り合いな

く、一様に埋上が溜まっていた (巻末写真図版12左下)ので、併存あるいは溝と連結して一定の機

能なり景観を形成していた可能性を考えたい。

S K06の平面形は、くびれの太いひょうたん形を呈しており、長幅3.3m、 短幅2.3～ 2.4m、 くび

れ部幅 2m、 深さ50cmを測る。底は砂質土に至り、地下水脈あるいは伏流水の流路にあたり、水が

滲出して土坑の壁が流出した。

S K06か らは、中世土師器供膳具の椀、皿、柱状高台皿、中世須恵器甕、木製品の櫛、漆絵付椀、
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1.晴灰色粘土層
2.晴灰色粘土層 (灰色砂粒多く含む)

3.晴灰色粘資土層 (灰色砂粒少し含む)

4.晴灰色粘質土層 (灰色砂粒と黄色粘土含む)

5.灰色砂粒層
6.晴灰色粘土層
7.晴灰色粘土層
8.黄色粘土層 (灰色砂粒含む)

9.晴灰色粘土層 (灰色砂粒含む)

10.灰色粘土層 (灰色砂粒含む)

11.晴灰色粘土層 (黄色粘土含む)

12.晴灰色粘土層 (灰色砂粒含む)

13.暗灰色粘土層 (黄色粘土多く含む)

‖.晴灰色粘土層 (黄色粘土少し含む)

15.黄灰色土層
16.灰色土層
17.灰色土層 (灰色砂粒含む)

18.暗灰色土層 (黄色粘土含む)

19.暗灰色粘土層 (黄色粘土少しと灰色砂粒多く含む)

20.晴灰色粘土層 (黄色粘土と灰色砂粒含む)

21.晴灰色粘土層 (責色粘土少し含む)

22.暗灰色粘土層 (灰色砂粒と黄色粘土少しずつ含む)

23.灰色粘土層 (黄色粘土含む)

24.暗灰色粘土層 (黄色粘土含む)

25.晴灰色粘土層 (灰色砂粒と黄色粘土少し含む)

26.灰色粘土層 (灰色砂粒と黄色粘土少しずつ含む)

2,.暗灰褐色廣植層 (灰色砂粒と黄色粘土多く含む)

28.晴灰色粘土層 (黄色粘土少し含む)

29.灰色粘土居 (黄色粘土少し含む)

30.晴灰色粘土層 (黄色粘土少し含む)

31.晴灰色粘土層
32.晴灰褐色虜植層 (黄色粘土多く合む)

33.晴灰褐色粘土層 (黄色粘土と腐櫨物含む)

34.黄灰色砂粒層

0                                2m
1

図35 渡橋沖遺跡S K21・ S K24遺構・ 遺物出土状況実測図 (S=1/40)

薄板、竹編み籠などが出土した。このうち、図化できたものは図29(35ページ)に挙げたものだけ

であった。

図29-1～ 5は中世土師器の皿である。 1は復元口径7.2cm、 底径3,4cm、 器高1.7cmを測る。色調

はベージュで、胎土は荒く、砂粒を非常に多く含む。底部外面から立ち上がった腰部が外に折れ、

ふくらみを持って斜め上方に伸びる。体部の器肉は薄い。日縁端は外側斜めから回転ナデで押さえ、

面を取って仕上げている。底部外面には回転糸切り痕があり、内部には弱々しくはあるが、回転指

ナデ渦巻き痕が見られる。焼成前に底部外面からヘラ状の工具で押さえた部分があり、ひびが入っ

て内側まで穿孔したようになっている。祭礼の供献か、もしくは失敗作の廃棄が考えられる。形式
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図36 渡橋沖遺跡S K21出土遺物実測図 (建材S=1/6 下駄S=1/4)

としては12世紀中の島根中世Ⅱ期の特徴を示すが、底部内面の回転指ナデ渦巻き痕が13世紀中頃～

後半にかけての時期的な要素であるとすれば、一考の余地ありと考えたいところである。

2も 中世土師器の皿で、復元口径7.4cm、 底径3.8cm、 器高1.5cmを測る。色調は地の色は灰褐色で、

内面は薄い灰色、外面は煤けたような黒灰色を呈している。胎土は1と 同じように荒く、非常に多

くの砂粒を含む。形式は、やはり、 1と 同じように底部外面からの立ち上がりが外に折れて、膨ら

んで回縁に至る。日縁は丸く納めている。器肉が薄い。底部外面に回転糸切り痕があり、内面には、

これも微かに回転指ナデ渦巻き痕を残す。穿孔とまではいかないが、底部内面中央をほじったよう

な痕が見られる。色調の項目を除いて、 1と共通の特徴が目立つ。

3も 中世土師器の皿である。日径7.6cm、 底径 4 cm、 器高1.9cmを測る。色調は赤褐色の生地にほ
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暗灰色粘質砂層

暗黄色粘質砂旧
黒色粘土層

暗黄色砂質土層

暗灰色粘土層

暗灰色粘土層
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図37 渡橋沖遺跡S K22遺構・出土遺物実測図

(遺構S=1/40 遺物S=1/3)

んの一部分黄褐色の部分がある。胎土は荒く、非常に多くの砂粒を含む。焼成は堅緻に見える。形

式は、底部から単純に立ち上がる、ほんのわずかの膨らみを持って口縁に至り、日縁を若千外に折

り曲げている。口縁は図29-1ほ どではないが、斜め上方から押さえて回転ナデして仕上げている。

底部外面に回転糸切り痕がヽまた、内面にはほんの微かな回転指ナデ渦巻き痕がほの見える。島根

中世Ⅲ期以前の特徴を示すものと思われる。

図29-4も 中世土師器の皿である。復元口径8.2cm,復元底懲 .8cm,器高1.5cmを測る。生地はベー

ジュである。胎土は細かく滑らかであるが、砂粒を少々含む。底部外面からの立ち上がりは器肉が

厚く膨らむが、日縁近くは薄くなり、やや外反する。底部外面に回転糸切り痕、内面にはくっきり

と回転指ナデ渦巻き痕が見られる。13世紀中頃から後半の特徴を示す。

図29-5も 中世土師器皿である。口径7.8cm、 底径4.8cm、 器高1.5cmを 測る。色調は黄褐色と赤み

がかったベージュとにまだらに発色している。胎土は荒く、多くの砂粒を含む。底部から立ち上が

ると若干くばんで、その上からはやや膨らみを持って口縁に至る。日縁は体部の角度のままで、日

縁端は丸く緬脇ている。底部外面に回転糸切り痕、内面にはくっきりと回転指ナデ渦巻き痕が見ら

れる。13世紀中頃から後半の特徴を示す。

図29-6・ 7は中世土師器の柱状高台皿である。 6は底径5,6cmを測る。色調は灰褐色を呈 して

いるが、断面からのぞく生地は赤褐色である。胎土は荒いが均質で、細かい均質な砂粒を非常に多

-43-



く含む。柱状部は太く短く見え

るむ底部のすぐ上で稜線を作っ

て屈折しており、底部に向かっ

て「ハ」の字状に裾が広がって

いる。皿の底部内面から下に向

かって穿孔しているが、深さは

1.2cmだ けで高台底部にまで貫

通してはいない。底部外面には

回転糸切り痕がある。13世紀中

頃から後半の特徴を示す。

7は復元底径5,4cm、 色調は

赤褐色を呈している。胎土は荒

く、砂粒を非常に多く含む。柱

状部が太く短く見える。やはり

底部の少し上で不明瞭ながら稜

線を成して、底部に向かって裾

が「ハ」の字状に開く。底部外

面中央から上に向かって l cm穿

孔しているが、皿底部内面まで

至っていない。S K06か ら出土

して図化できた柱状高台皿は、

たまたまこの2点だけだが、穿

4.Om

1.暗黄色粘質砂旧 (白色粒含む)

2.暗灰色粘質砂眉 (黄色粘上の塊含む)

3.暗黄色粘土旧
4.黒色粘土層
S.淡灰色粘土層 (黄色上、赤色土、灰色土含む)

6.暗灰色粘土旧
7.黄色粘土旧 (砂の塊含む)

8.暗灰色粘土層 (粘上の塊や砂の塊含む)

9.黒色粘土層

0                             2m

図38 渡橋沖遺跡S K25遺構実測図 (S=1/40)

孔の仕方に組み合わせの関係があるのだろうか。底部外面には回転糸切り痕が、内面には回転指ナ

デ渦巻き痕が見られる。13世紀中頃から後半の特徴を示す。

図29-9・ 10は 中世土師器の椀である。 9は底の一部を欠いている。日径12.8cm、 復元底径 6 clll、

器高 3 cmを 測る。色調は赤褐色から灰色を呈している。胎土は若千荒く多くの砂粒を含む。焼成は

非常に堅徹である。形式は、底部から単純に屈折して立ち上がった後、ほんのわずかに内湾して口

縁に至る。日縁はあまり丹念ではないが丸く納めようとしている。底部外面には回転糸切り痕が、

内面には回転指ナデ渦巻き痕が見られる。底部形は大きいが、体部が広がって浅い。13世紀中頃か

ら後半の特徴とその後の展開で見られるものとの特徴を併せ持つと思われる。

10は底部の破片である。底径 6 cmで 色調は赤褐色を呈している。胎土は荒く、非常に多くの砂粒

を含む。焼成は堅緻で、非常に重たい感じを受ける。底部が若干高台状になっており、やや丸みを

持って斜め上方に伸びるように見える。底部外面には回転糸切り痕が、内面には回転指ナデ渦巻き

痕が見られる。13世紀中頃から後半の特徴を示す。

図29-8は漆椀 (巻頭カラー写真図版 2下右上)である。復元口径15.5cm黒漆の上に赤漆で植物

の枝、茎葉の意匠を描いている。

図29-13は木製の横櫛である。杭櫛と思われる。基部の約半分と歯の大部分を欠いている。残存

する基部の峰から歯先までは4.8cm、 厚さは約 l cmを測る。中央の歯元近 くに梅か何かの花の意匠
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SK 29

暗黄色粘質砂層 (白 色粒多く含む)

暗灰色粘質砂層

黄色砂質土層

１

２

３

暗黄色粘質砂層 (自 色粒多く含む)

暗灰色粘質砂層
暗黄色砂質土旧

黄色粘質砂層 (白 色粒含む)

灰色粘土層 (黄色砂粒含む)

黄色砂粒層 (灰色粘上、赤い砂粒所々含む)

5よ りもつと明るい黄色粘質砂層
黄色粘貿砂層 (白 色粒含む)

黄色粘質土層

黄色砂質土層 (粘 土少し含む)

灰色粘質砂層
暗灰色粘土層 (晴黄色砂粒含む)

晴灰色粘土層
黒色粘土層
黄色粘賞砂層 (白 色粒含む)

黄色粘買砂層
黄色粘土層 (ベ ージュ砂粒少し含む)

暗灰色粘質砂層
ベージェ砂粒層 (灰色粘上含む)

灰色粘上層 (灰色砂粒含む)

暗灰色粘土層 (ベ ージュ砂粒少し含む)

ベージュ砂粒層 (灰色粘土少し含む)

灰色粘土層 (ベ ージュ砂粒含む)

晴黄色粘土層 (粘質高い)

波赤色粘質砂層

晴責色砂質土層
淡赤色砂質土層
暗黄色粘土層
黄色粘土層 (砂賞土少し含む)

黄色粘土層 (26よ り砂質土多く含む)

波赤色砂貫土層

0                              2m
|

S K29・ S K30遺構実測図 (S=1/40)
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図39 渡橋沖遺跡 S K28・



を彫っている。

図29-11は国産の無釉焼締陶器甕壺類の

破片である。内面は淡い青灰色、外面は灰

褐色を呈している。胎土は荒く、非常に多

くの細かい砂粒を含む。焼成は非常に堅緻

である。土坑第 2群 Cに分類したS K32か

ら出土したもの (図43 49ペ ージ)と同一

個体を形成する可能性がある。

図29-19は中世須恵器甕の口縁である。

復元口径33cmを測る。外面は黒灰色から明

るい灰色、内側は灰色を呈する。日縁には

内外ともに煤がこびり付いている部分があ

る。胎土は非常に荒く、多くの砂粒を含ん

でおり、白い微粒が非常に多く目立つ。焼

成はあまり良くない。肩からは緩やかに屈

曲して、低い口縁部を作っている。日縁端

はわずかに肥厚し、上部は凹面を作ってい

る。外面首のくびれから下、肩部にかけて

は4 1nlllの 正格子のタタキロが付けられてい

る。内面はナデ調整である。日縁や首、正

格子のタタキロなどの形態的特徴から13世

紀中葉の亀山焼註ワか、13世紀中から14世

紀前半にかけてのいぶし焼還元焔 (須恵器)

系陶器出雲型註
“の可能性が考えられる。

なお、溝跡第 2群に分類したS D04か ら

1.赤みがかつた灰色粘土層 (自色粒含み、粘り弱い)

2.赤みがかつた灰色粘土眉 (粘 りやや強い)

3.赤みがかつた灰色粘土層 (砂質土含む)

4.黄色粘土眉
5。 赤みがかつた灰色粘土層 (粘 りやや強い)

6.赤みがかつた灰色粘土居 (粘 り強い)

7.赤みがかつた灰色粘土層 (粘 りやや強い)

8.黒灰色粘土層 (粘 り強い)

9.暗黄色砂質土旧
10.暗灰色粘土層
11.灰色砂質粘土層

0                         2m

―

             J

図40 渡橋沖遺跡S K31遺構・遺物出土状況実測図

(S=1/40)
出土した中世須恵器甕胴部の破片についても同様と思われる。

図29-12・ 14～ 18は 中世須恵器の肩部から胴部にかけての破片である。図29-19の中世須恵器甕

の口縁から肩部にかけての部分と同一個体を形成する可能性のあるものもあると思われる。

土坑第 2群 aに分類したS K06か ら出土したもので、図化できたものは以上であった。時期的に

は、中世土師器の椀皿類の中には、若干古い物が含まれていたが、13世紀後半までのところで押さ

えられるものが多かった。

土坑第 2群 bについて

土坑第 2群に分類したS K07(図27 33ページ)は、平成 9年度調査区排水路よりも東側の北壁

沿い、S B23の北側にあり、S K05と 隣り合っている。(図23 27ページ)

S K07の 平面形はヒョウタン形になっているが、東側の穴が検出面から下 2層目までは後世に掘

り込まれた攪乱部分のようである。深い部分は、長径 lm、 短径80cm、 深さ65clllを 測る。S K07が

掘り込まれたこの砂質土層は固く締まってしっかりとした地盤ではあった。底はやはり、地下水脈

伏流水の流路に当たっており、清水が噴出、流出していた。中世土師器の椀皿の破片と箸状木製品

鶴馨沖
鉱
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(S=1/3)

が多く出上したが、そのうち図化できたのは図27に挙

げた中世土師器皿 1点のみであった。この皿は口径7.4

cm、 底径4.4cm、 器高1.5cmを 測る。色調は全体に灰褐

色を呈している。胎土は非常に荒く、大小さまざまな

砂粒を非常に多く含む。焼成もあまり良くない。底部

からあまり立ち上がらずに、地を這うように斜め上方

に伸び、日縁断面は先細りで、丸く納めている。成形

がまずく、歪んでいる。何かを注いでもいくらも入る

代物ではない。成形の痕跡が内外ともにそのまま残っ

図41 渡橋沖遺跡S K31出土陶磁器実測図 てぃる。底部外面に回転糸切り痕があり、内面には回

転指ナデ渦巻き痕が見られる。気は引けるが13世紀中頃から後半の特徴を示していると考えたい。

土坑第 2群 bと しても分類したS K08(図30 36ページ)は、40ペ ージで述懐したとおりである。

上坑第 2群 Cについて

土坑第 2群 Cと してはS K09、 S K02、 S K21、 S K22、 S K32、 S K37を一括した。

S K09(図 31 37ペ ージ)は平成 9年度調査区の排水溝より西側の調査区の北東隅にある (図

23 29ページ)。 排水溝などに切られていて、平面形など全容を知ることはできなかった。残存長

幅3.3m、 発掘短幅1.8m、 深さ65cmを測る。このS K09か らは中世土師器の供膳具、木製品などが

出上している。その中で図化できたのは図32(38ページ)に挙げたものだった。

図32-1・ 2は中世土師器の皿である。 1は ほぼ完形で、日径7.4cm、 底径 5 cm、 器高1.5cmを 測

る。色調は全体ベージュで、外面のほんの一部に黄褐色の部分がある。胎土は非常に精良で、砂粒

を極微量含む。白粒が所々にのぞく。体部は丸みを持っている。日縁に至るまでほとんど厚みに変

化なく、日縁は丸く納めている。底部外面は回転糸切り痕を残し、内面は同心円状の回転指ナデ痕

を残す。今まで見てきたような渦巻き状の痕跡ではない。13世紀前半の特徴を示すと思われる。

2は完形で口径7.8cm、 底径5.2cm、 器高1.8cmを 測る。色調はベージュと黄褐色のまだらである。

胎土は細かく滑らかで砂粒を少し含む。白粒が所々にのぞく。形式は1と 同様であるが少し歪んで

いる。 1と 同様に底部外面は回転糸切り痕を残し、内面は同心円状の回転指ナデ痕を残す。13世紀

前半の特徴を示すと思われる。

図32-3は中世土師器の柱状高台皿の柱状高台の部分である。底径は5。 4cm、 張出し部の最大径

は6.2cmを測る。色調はアイボリーである。胎土は精良であるが若干砂粒を含む。白粒が所々にの

ぞく。底部より少し上に稜線が巡り、底部に向けてすぼめていて断面が逆「ハ」の字状になってい

る。この点、S K06(図 29-6・ 7 35ペ ージ)や ピット611(図46-1 52ペ ージ)出上のものと異

なる点である。13世紀前半の特徴を示す。

図32-4～ 6は中世土師器の椀である。 4は日縁の半分近くを欠いている。日径13.2cm、 底径5.4

cm、 器高3.7cmを測る。色調は全体に、断面までもが紫灰色で独特の発色をしている。胎土は精良

であるが、砂粒を多く含む。白粒が目立つ。体部は底部から緩やかに立ち上がり、日縁もわずかに

内湾して終わる。底径は割と小さく、器肉は底部も体部も薄く、全体に軽い。底部外面に回転糸切

り痕を残す。内面には微かに同心円状の回転指ナデ痕があるが、意識してそのような痕跡を残さぬ

ように納めているように見える。このような傾向は、この3個の中世土師器椀に共通してみられる
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技法上の特徴と言える。

13世紀前半の特徴を示す。

5は完形で口径13.6cm、

底径5.4cm、 器高 4 cmを

測る。色調は内面は淡い

ベージュ、外面は淡い灰

色から黄褐色、淡いベー

ジュのまだらである。胎

土は精良であるが、砂粒

を多 く含む。白粒が日立

つ。体部は内湾 しながら

緩やかに立ち上がり、日

縁 もさらに若干内湾 して

終わっている。断面には

ロクロ成形の通己力 1こ よっ

て生 じた波が如実に表わ

れている。底径小さく、

器肉は薄く、全体に軽い。

底部外面には回転糸切 り

痕を残す。13世紀前半の

特徴を示す。

6も 完形で口径13.7cm、

底径5.4cm、 器高3.8cmを

測る。色調は、外面は淡

い灰色でほんの一部に赤

みがかったベージュの部

分がある。内面は淡い黄

褐色を呈 し、内外面とも

半分煤がこびり付いてい

1.暗黄色砂質粘土層           11.
2.暗灰色砂質粘土層 (黄色粘上の塊含む) 12.
3.暗灰色粘土 (砂の塊含む)       13.
4.暗黄色砂質粘土層 (黄色粘上の塊含む) 14.
5.暗黄色砂質粘土層 (砂の塊含む)    15.
6.暗灰色粘土層 (黄色粘土斑に入り込む) 16.
7.暗灰色粘土層 (砂の塊含む)      '7.
8.淡黄色粘土層 (暗灰色粘土は入り込む) 13.
9.黄色粘土層 (粘土、砂の塊含む)    19.
10.淡黄色粘土層 (粘土、砂の塊含む)   20.

21.

暗灰色粘土旧 (砂の塊含む)

暗灰色粘土旧

暗灰色粘土層 (砂の塊含む)

暗黄色砂質土層

灰黒色粘土層 (粘土斑に含む)

暗黄色粘質砂層

淡黄色粘土層

淡黄色粘土旧 (暗灰色粘土含む)

灰色粘土層

灰黒色粘土旧 (砂の塊含む)

灰黒色粘土層 (灰色粘上の塊含む)

o                          2m

図42 渡橋沖遺跡S K32遺構・遺物出土状況実測図 (S=1/40)

る。形式は4と 同様であるが6の ほうが口縁の内湾が顕著で、器肉がやや厚い。底径小さく、全体

に軽い。底部外面には回転糸切り痕を残す。13世紀前半の特徴を示す。

図32-7は黒漆椀の底部である。 21111nほ ど高台を削り出している。復元高台径6.4cmを測る。

図32-8は横櫛の杭櫛と思われる。耳にかけての部分である。

図32-9は ハナ付鈍の柄と思われる。長さ36.6cm、 厚さ2.4～ 2.5cm、 幅1,7～ 1.9cm。 差し込まれた

茎が折れて残っている。差し込み部を平らで細い皮紐で巻いている。柄尻は図のように隆起させて

いる。土坑第 2群 Cに分類したS K09で図化できた中世土師器は13世紀前半の様相を呈していた。

時期的な様相から見れば土坑第 1群に分類するべきかも知れない。

土坑第 2群 Cと して分類したS K02(図 24 30ページ)は、S D21の西端の北側S B21の 北側S
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図43 渡橋沖遺跡S K32出土遺物実測図

(中世土師器皿S=1/3 陶器甕壷類S=1/4)

たS K24に 切られている。平面形は歪な隅丸方形で短辺2.5m、 長辺2.8m、 深さ80omを 測る。底は

砂質土に至り、地下水脈、伏流水に当たる。この土坑からは、中世土師器供膳具の破片、中世須恵

器の破片、石、下駄、建材が出土した。このうち図化できたのは図36(42ペ ージ)に挙げた下駄と

建材であった。 1は差歯下駄の台部である。長さ23.5cm、 幅10.2cm、 厚さ2.7cmを測る。歯は出土 し

なかった。前緒孔は中央より若干左に付いている。前後の歯を差す磨孔が2孔ずつ開けられている。

指跡の窪みから右足用であることがわかる。材質は針葉樹と思われる。 2・ 3は凸と凹で組み合う建

材と思われる。 2は長さ82.6、 幅6.5cm、 厚さ3.lcm、 3は長さ82.6cm、 幅6.3cm、 厚さ3.9omを 測る。

土坑第 2群 Cに分類したS K22(図37 43ページ)は S K21の 東、S D24と S D21の分岐部の北

B23の東に位置する (図2329ペー

ジ)。 平面形は歪な円形で短径1.9

m、 長径2.2m、 深さ65cmを 測 る。

底は砂質土層に至 り、水が滲出す

る。この土坑からは中世土師器の

椀皿類が出土 している。そのうち、

図化できたのは、図24に挙げた中

世土師器の皿 2枚であった。 1は

完形で口径7.6cm、 底径4.6cm、 器

高1.5cmを 測る。色調は赤みがかっ

たベージュで、胎土はやや荒 く、

砂粒を多 く含む。白粒が目立つ。

平面形はやや歪んでいる。体部は

底部からくっきりと立ち上がり、

やや先細 りながら斜め上方に伸び

る。口縁は丸 く納めている。底部

外面には回転糸切 り痕を残 し、内

面には回転指ナデ渦巻き痕を残す。

2は 日径8.lcm、 底径4.8cm、 器高

1.4cmを 測る。色調、胎土 成形技

法など1と 同様である。形態的特

徴 も類似 しており、 1よ りもやや

器肉が薄い。 102と も13世紀中

頃から後半の特徴を示す。

土坑第 2群 Cと して分類 したS

K21(図35 41ペ ージ)は、平成

10年調査区E区の北西隅、 S D21

とS D25の 分岐部の北側 (図23

29ペ ージ)で検出された。土坑第

7群 としてS K31と ともに分類 し

／
／

／

サ

イ

‐

‐

‐

‐

‐

キ

、

キ

‐
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、
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にある (図23 29ペ ージ)。 平面形は歪な卵刃

している。長径1.8m、 短径1.3m、 深 さ38cmえ

る。底は砂質土に至 り、地下水脈に当たる。 〔

土坑からは中世土師器の破片と中世須恵器の五

が出土 した (図37)。 1は中世土師器の椀であ

半分を欠いている。色調はアイボリー、胎土は荒

く、不揃いの砂粒を非常に多く含む。焼成は不良

である。体部は底部から屈折して立ち上がり、斜

め上方に伸びて口縁に至る。口縁端は丸く納める。   1・ 暗灰色粘土眉 (自 い砂粒多く含む)

2.暗灰色砂質粘土層 (粘 り強い)

底部外面には回転糸切り痕を残 し、内面には回転 3.暗灰色砂質土層
4.暗灰色粘質砂層 (粘 り弱い)

指ナデ渦巻き痕が残している。13世紀中頃から後

半の特徴を示すと思われる。 2は底部片で、郭か       ( )
1                            2m

皿か判然としない。色調、胎上、成形技法、焼成               ~
などは1と 同様と思われる。 3は中世土師器の皿 図44 渡橋沖遺跡S K34e s K35遺構実測図

である。色調は黄褐色で所々に赤み力渤 っゝたベージュ (S=1/40)

の部分がある。胎土荒く、砂粒を少し含む。体部は底部から若子の膨らみを持って立ち上がり、先細り

ながら口縁に至る。日縁端は丸く納める。底部外面には回転糸切り痕を残し、内面には回転指ナデ渦

巻き痕が残している。また、内外にタール様ものが染みついた痕跡があるので、灯明皿として使用された

可能性も考えられる。13世紀中頃から後半の特徴を示すと思われる。 4は中世須恵器の甕胴部片と思

われる。溝跡第 2群のS D04、 土坑第 2群 Cの S K06か ら出土した中世須恵器と同様亀山焼か出雲

型の可能性があると思われる。誼
4 s K22の

遺物も13世紀中頃から後半の様相を呈していると思われる。

土坑第 2群 Cに分類したS K32(図42 48ペ ージ)は平成10年度調査区E区のS D23が屈曲して

西行する南側S K37の東で検出した (図23 29ペ ージ)。 平面形は隅丸方形 (や や突出部あり)で

1辺2.7m、 深さ66cmを測る。底は砂質土層に至り、地下水脈、伏流水に当たる。

この土坑からは中世土師器と中世須恵器、陶器が出土している。そのうち、図化できたものは図

43(49ペ ージ)に挙げたものであった。 1～ 6は中世土師器の皿である。 1・ 2・ 4・ 6は色調が

淡い灰色から淡いベージュで底部外面に回転糸切り痕を残し、内面には回転指ナデ渦巻き痕を残し

ている。 3・ 5に は内面の渦巻き痕がなく色調も赤みがかったベージュであった。 8は中世須恵器

甕胴部の破片である。溝跡第 2群のS D04、 土坑第 2群 Cの S K06、 S K22か ら出土した中世須恵

器と同様に亀山焼か出雲型の可能性があると思われる。 9。 10は国産無釉焼締陶器壺の胴部片であ

る。外面は茶褐色から暗い灰褐色、内面は青灰色を呈 しており、胎土に非常に多くの荒い砂粒を含

む。図12-3(18ページ)の 口縁やS K06か ら出土した図29-11(35ペ ージ)と 同一個体を形成す

る可能性がある。中世土師器皿、中世須恵器甕片は13世紀中頃から14世紀の様相を呈している。

土坑第 2群 Cに分類したS K37(図 45)は平面卵形で長径2,4m、 短径1.9m、 深さ54cmを測る。

中世須恵器の邦 (完形)と甕片が出土した。郭は日径11.4cm、 底径6cm、 器高3,7cmを 測る。色調は

青灰色から赤紫色、黄色 (カ ナケによる変色か ?)を呈している。胎土は荒く、微細な砂粒を非常

に多く含む。焼成は堅緻である。体部は立ち上がって斜め上方に単調に伸びて口縁に至る。日縁端

は丸く納めている。外面はケズリの痕跡を消そうともしていない。やや歪んでいる。底部外面に回
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1.暗灰色砂質粘土層
2.暗黄色砂質粘土旧
3.暗黄色粘質砂層
4.暗灰色粘土層 (黄色粘土、砂の塊含む)

5.暗灰色粘質砂層
6.暗灰色粘土層 (砂の塊含む)

7.暗黄色粘土層 (砂の塊含む)

8.暗灰色粘質砂旧 (黄色粘質砂含む)

9.黄色粘土層

40m

10.黄色粘質砂層
11.暗黄色粘質砂層
12.黄色粘土目
19.暗黄色粘質砂層
14.黒灰色粘土層 (砂の塊含む)

15.黄色粘土 (砂含む)

16.暗黄色砂質土旧
17.灰黒色粘土層 (灰色粘土の塊含む)

o                             2m

図45 渡橋沖遺跡S K37遺構・出土遺物実測図 (遺構S〓 1/40、 遺物 1/3)

転糸切り痕を残し、内面には回転指ナデ渦巻き痕を残 している。12世紀以前のものかも知れないが、

成形技法はこれまで見てきた13世紀中頃から後半にかけての中世土師器と同様と思われる。甕片は

S D04、 S K06、 S K22、 S K32と 同様のものと思われる。

土坑第 2群 Cの中では、S K09が13世紀前半で終わっている可能性を示し、S K32が14世紀代ま

で続く可能性を示している。その他は、概ね13世紀後半の年代観が得られた。

土坑第 3群 とその他の上坑について

上坑第 3群に分類したS K10(図 33 39ペ ージ)は S D03と 接する (図23 29ペ ージ)。 平面形

はそらまめ形をしており、長径3.8m、 短径3.lm、 深さ25cmを測る。ほかの上坑に比較 して浅い。

砂質土層に掘り込まれており、底は伏流水に当たる。中世土師器の細かな破片と大きな木製の匙形

の杓子が出土した。長さ21.7cm、 杓の長さ10.2cm、 最大幅4.6cm、 柄の太さl cm、 厚さ1.6cmを 測る。

土坑第 7群 として分類したS K24は土坑第 2群 Cに分類 したS K21を切っている。この上坑から

は土器や陶磁器などの遺物はほとんど出土しておらず、埋上の中に掘立柱建物の根石に使用してい

たと見られる石が多く出土した。近世以降の水田や畑作を営む際にまとめて廃棄したことが考えら

れる。このような傾向は、同じく土坑第 7群に分類したS K31に一層顕著に表われている (図40

46ペ ージ)。 S K31か らは近世のものと思われる陶器が出土している。
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図46 渡橋沖遺跡その他の遺物出上位置 (全体図S=1/500 遺物S=1/4)



第 3節 発掘調査成果のまとめ

渡橋沖遺跡の遺構の組み合わせと変遷の可能性を探ると以下のようになると思われる。

(S B02)→掘立柱建物跡第 1群 →掘立柱建物跡第 2群 →掘立柱建物跡第 3群

溝跡第 2群

→土坑第 2群

→溝跡第 3群

→土坑第 3群土坑第 1群

(13世紀前半) (13世紀中頃～後半) (13世紀後半～14世紀)

渡橋沖遺跡では、今回の発掘調査において掘立柱建物跡や溝跡、土坑など鎌倉時代の集落の一角

の変遷を検出することができた。ここまでの記述で触れずにきたが、この一角が、集落の中でどの

ような機能を果たしていたのかということについて考えるとき、蔵小路西遺跡の館跡に比較して極

端に少ない遺物の出土量がポイントとなると思われる。これについては、中近世以降の耕地造成の

ことも考慮しなければならないが、機能を反映したものとすれば、常時人が住むことのない施設で

あったと考えたい。石製五輪小塔など特徴的な遺物の出土も注目される。中世の四絡遺跡群の発掘

調査例としては矢野遺跡と蔵小路西遺跡であるが、時期は矢野遺跡が14～ 15世紀前半、蔵小路西遺

跡が12世紀後半～15世紀前半である。これらの遺跡で検出された遺構群は渡橋沖遺跡の遺構群と集

落を形成しており、渡橋沖遺跡は集落の西限を示している可能性がある。渡橋沖遺跡は調査区の南

】ヒに広がっている。

①広江耕史  「島根県における中世土器について」『松江考古』第 8号 松江考古学談話会 1992
②八峠 興  「山陰における中世土器の変遷について」『中世土器の基礎研究Xll』 日本中世土器研究会 1998

③間野大丞他  『蔵小路西遺跡』―一般国道9号出雲バイパス発掘調査報告 2- 島根県教育委員会 1999
永井久美男 『日本出土銭総覧』1996年版 兵庫埋蔵銭調査会 1996
藤島達朗・野上俊静  『東方年表』 平楽寺書店 1955
嶋谷和彦 「中世の “地鎮め"と銭貨」『出土銭貨』第 7号 出土銭貨研究会 1997

なお、伴出する中世土師器がすべて細片であったっため、椀なのか皿なのか判別することはできなかった。

山本信夫  「Ⅲ―■ 〔2〕 中世前期の貿易陶磁器」『概説 中世の土器・陶磁器』 中世土器研究会編

真陽社 1995
長谷部楽爾 。今井 敦  『日本出土の中国陶磁』 平凡社版 中国の陶磁 第12巻 1995

5 註 1に 同じ。特に③の成果から。

6 日野一郎  「Ⅲ 石塔」『新版 仏教考古学講座』第 3巻 塔 。塔婆 雄山閣 1984
この石製五輪小塔については、元興寺文化財研究所人文 。考古研究室長藤澤典彦氏に種々御教示いただい

たほか、次の書を参考にさせていただいた。

石田茂作  『佛教考古学論孜』 四 佛塔編 思文閣 1977

間野大丞  「中世石像物の調査方法について一五輪塔、宝筐印塔を中心に一」『来待ストーン研究 I』

モニュメント・ ミュージアム来待ストーン 1998
7 近藤 正  「大田市南八幡宮の鉄塔と経筒について」『島根県文化財調査報告』

第一集 島根県教育委員会編  1960
8 間野大丞他  『蔵小路西遺跡』十~般国道 9号出雲バイパス発掘調査報告 2- 島根県教育委員会 1999

以後特に断らない限り、中世土師器供膳具、調理具の年代は蔵小路西遺跡の年代観に準拠した。

なお、この報告においては「13世紀前半」は鎌倉時代の創始期を意識しており、12世紀末 (1180年代以降)

も含めて考えたい。

9 註 8に同じ。

10註 8に同じ。

11註 2に同じ。

12 岡山県教育委員会  「亀山遺跡」『山陽自動車道に伴う発掘調査 3』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告69 1988
13 荻野繁春 「中世西日本における貯蔵容器の生産」『考古学雑誌』 第78巻 第 3号 1993
14 註12、 註13に 同じ。

註

１
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柵列・塀跡………8列

木 製 品 建築部材

差歯下駄

装身具

調理具

道具

中世土師器  碗皿類

青   磁  碗皿類

陶   器  碗皿類

篭壺類

調理具

凝灰岩製五輪小塔
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